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〈
月
の
兎
〉
の
図
像
と
思
考
（
下
）
今
橋
　
理
　
子
四
　
烏
と
兎
じ
つ
げ
つ
「
日
月
」
の
聖
性
図
像
　
た
ま
う
さ
ぎ
　
「
玉
兎
」
と
い
う
名
の
菓
子
や
玩
具
　
　
兎
が
丸
く
伏
し
た
よ
う
な
そ
の
形
の
愛
ら
し
さ
は
、
日
本
語
と
し
て
こ
の
名
前
が
持
つ
響
き
と
実
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
う
さ
ぎ
よ
く
あ
い
ま
っ
て
、
郷
愁
す
ら
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
実
は
「
玉
兎
」
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
く
と
は
、
こ
れ
を
音
読
み
「
玉
兎
」
と
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
別
の
様
相
を
帯
び
て
私
た
ち
の
前
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
　
　
　
ぎ
ょ
く
と
実
は
「
玉
兎
」
と
は
、
実
は
「
月
」
そ
の
も
の
を
表
す
異
名
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
。
　
江
戸
時
代
に
編
ま
れ
た
百
科
事
典
『
和
漢
三
才
図
会
』
（
寺
島
良
安
編
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
正
徳
三
く
一
七
一
三
V
年
刊
）
を
ま
ず
緒
い
て
み
れ
ば
、
「
月
、
玉
免
、
玉
蜷
、
瑞
燐
、
和
訓
豆
岐
」
と
あ
る
。
ほ
か
に
も
月
の
異
名
に
は
古
く
か
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ん
せ
ん
ら
「
金
波
」
「
氷
輪
」
「
銀
蜷
」
と
い
っ
た
も
の
が
知
ら
れ
、
さ
ら
に
兎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
と
に
ま
つ
わ
る
呼
び
名
と
し
て
は
「
蜷
兎
」
「
玄
兎
」
「
兎
光
」
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
国
以
来
の
別
称
で
あ
り
、
そ
の
数
は
何
と
四
十
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
く
と
に
も
及
ぶ
が
、
そ
う
し
た
中
で
も
「
玉
兎
」
は
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
異
称
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
3
6
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
と
く
ち
ん
　
例
え
ば
中
国
明
時
代
（
十
七
世
紀
）
の
景
徳
鎮
窯
の
皿
の
例
を
見
て
み
よ
う
（
「
染
付
吹
墨
玉
兎
図
皿
」
、
図
2
5
）
。
皿
の
内
側
に
は
短
冊
型
と
兎
の
絵
柄
を
吹
墨
の
手
法
で
白
抜
き
し
て
描
き
、
さ
ら
に
短
冊
の
内
に
は
染
付
で
「
玉
兎
」
の
文
字
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
兎
は
例
の
「
伏
兎
」
の
形
態
は
と
っ
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
わ
ず
か
に
鼻
先
を
天
に
向
け
た
そ
の
表
情
は
、
確
か
な
形
象
は
描
か
れ
て
は
い
な
い
が
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
月
」
を
仰
い
で
い
る
に
相
違
な
い
。
い
や
こ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
く
と
で
の
月
は
〈
形
象
〉
と
し
て
で
は
な
く
、
「
玉
兎
」
と
し
た
た
め
ら
れ
た
白
い
小
さ
な
短
冊
が
、
「
月
」
そ
の
も
の
の
所
在
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
玉
兎
」
の
こ
と
ば
が
「
月
」
の
異
名
で
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
、
こ
の
皿
の
中
で
仕
掛
け
ら
れ
た
作
り
手
の
小
さ
な
遊
び
心
を
、
容
易
に
読
み
解
く
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
　
ま
た
日
本
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
狩
野
洞
春
筆
「
水
月
萩
に
兎
図
」
（
図
2
6
）
は
、
画
面
正
面
か
ら
少
し
離
れ
て
見
る
と
一
見
、
波
に
浮
か
ぶ
満
月
と
萩
の
一
枝
し
か
見
え
な
い
。
し
か
し
か
す
か
な
胡
粉
の
彩
色
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
画
面
に
改
め
て
近
づ
い
て
見
て
み
れ
ば
、
外
隈
を
一ヱー
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
図
2
5
　
景
徳
鎮
窯
　
染
付
吹
墨
玉
兎
図
皿
作
っ
て
表
さ
れ
た
白
い
毬
の
よ
う
な
満
月
は
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
、
真
正
面
に
顔
を
向
け
た
あ
の
丸
い
「
伏
兎
」
の
造
形
と
化
す
。
画
家
は
墨
隈
に
よ
っ
て
形
取
ら
れ
た
「
満
月
」
と
し
て
の
「
兎
」
の
身
体
に
、
白
の
胡
粉
の
濃
淡
で
も
っ
て
見
事
に
顔
や
耳
を
実
は
描
き
込
ん
で
も
い
る
の
で
あ
る
。
図
2
6
　
狩
野
洞
春
筆
「
水
月
萩
に
兎
図
」
一2一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ロ
ン
プ
ロ
ル
イ
ユ
　
つ
ま
り
こ
の
作
品
は
一
種
の
「
だ
ま
し
絵
」
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
く
と
の
発
想
の
根
幹
に
は
ほ
か
で
も
な
く
、
「
玉
兎
」
の
こ
と
ば
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
伏
せ
た
丸
い
兎
N
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
く
と
玉
兎
　
得
　
「
玉
兎
」
　
鴛
　
月
1
1
満
月
　
と
い
う
、
こ
と
ば
と
形
象
と
を
往
き
来
す
る
、
連
想
と
換
置
の
「
公
式
」
が
、
鑑
賞
者
側
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
く
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
う
　
と
こ
ろ
で
「
玉
兎
」
の
言
葉
は
、
実
は
「
金
烏
」
と
い
う
言
葉
と
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
す
び
た
び
並
置
さ
れ
る
。
〈
金
色
の
烏
〉
　
　
す
な
わ
ち
そ
れ
は
「
太
陽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
く
き
（
日
）
」
の
こ
と
で
あ
る
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
よ
れ
ば
、
「
日
、
金
烏
、
陽
烏
、
曜
鑑
楚
辞
、
欝
儀
太
洞
経
」
と
あ
り
、
「
金
烏
」
は
「
日
」
の
最
も
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
く
と
般
的
な
異
名
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
先
の
「
玉
兎
」
の
こ
と
ば
が
「
月
」
の
異
名
と
さ
れ
る
由
縁
に
は
、
例
の
中
国
古
来
か
ら
の
言
説
「
月
中
有
兎
」
の
存
在
が
あ
る
訳
だ
が
、
同
様
に
「
金
烏
」
を
「
日
」
の
別
名
と
す
る
由
縁
も
、
「
日
中
有
三
足
鳥
」
（
太
陽
の
中
に
三
本
足
の
烏
が
棲
む
）
」
と
い
う
、
古
代
中
国
以
来
の
伝
説
に
拠
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
伝
説
は
す
で
に
平
安
時
代
の
『
倭
名
類
聚
抄
』
の
中
で
も
、
『
五
経
通
義
』
や
『
准
南
子
』
な
ど
複
数
の
中
国
文
献
を
例
に
引
か
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
き
わ
め
て
よ
く
知
ら
れ
た
言
説
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
う
し
た
言
説
に
よ
り
、
烏
と
兎
の
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
日
（
1
1
太
陽
）
の
精
・
月
の
精
と
い
う
、
神
の
「
化
身
」
と
し
て
の
聖
性
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
天
象
の
普
遍
的
存
在
で
あ
る
〈
太
陽
〉
と
〈
月
〉
　
　
　
　
じ
つ
げ
つ
す
な
わ
ち
〈
日
月
〉
は
、
こ
う
し
て
〈
烏
と
兎
〉
と
い
う
二
つ
の
動
物
図
2
6
『
和
漢
三
才
図
会
』
所
載
　
「
日
中
鳥
」
「
月
中
兎
」
の
図
像
に
よ
っ
て
象
徴
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
例
え
ば
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
所
載
さ
れ
た
挿
図
に
み
る
よ
う
に
、
「
日
中
の
烏
」
「
月
中
の
兎
」
と
い
う
、
じ
つ
　
げ
つ
〈
日
・
月
〉
を
記
号
化
し
た
ひ
と
つ
の
様
式
化
し
た
図
像
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
図
2
7
）
。
　
さ
て
〈
日
・
月
〉
を
一
対
の
も
の
と
し
、
聖
性
の
図
像
と
し
て
描
く
習
慣
は
き
わ
め
て
古
く
、
中
国
前
漢
時
代
に
す
で
に
作
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
湖
南
省
馬
王
堆
一
号
墓
の
、
長
沙
国
丞
相
蒼
夫
人
の
墓
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
が
ら
出
土
し
た
、
内
棺
の
蓋
に
被
せ
て
あ
っ
た
「
吊
画
」
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
（
図
2
8
）
（
艀
）
。
吊
画
全
体
は
天
上
・
地
上
・
地
下
の
三
つ
の
世
一3一
〈
月
の
兎
〉
の
図
像
と
思
考
（
下
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
図
2
8
　
湖
南
省
馬
王
堆
一
号
墓
　
長
沙
国
丞
相
蒼
夫
人
墓
の
畠
画
界
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
多
く
の
動
物
や
鳥
類
が
地
模
様
の
よ
う
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
と
く
に
上
部
左
右
に
は
、
円
形
の
括
り
で
も
っ
て
向
か
っ
て
右
側
に
は
「
日
中
の
烏
」
を
、
そ
し
て
左
側
に
は
「
月
中
の
せ
ん
じ
ょ
蜷
蛛
（
ヒ
キ
ガ
エ
ル
）
と
兎
」
を
描
写
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
古
代
中
国
の
神
話
で
は
、
西
王
母
の
仙
薬
を
ひ
そ
か
に
飲
ん
だ
「
恒
蛾
」
が
月
に
逃
げ
込
み
蜷
蛛
と
さ
れ
、
兎
と
共
に
月
の
中
に
棲
む
こ
と
に
な
っ
た
。
先
の
「
月
宮
鑑
」
（
本
論
（
上
）
の
図
3
参
照
）
の
図
像
や
馬
王
堆
一
号
墓
の
吊
画
の
例
も
、
み
な
こ
の
神
話
に
も
と
つ
い
て
い
る
訳
だ
が
、
ど
う
や
ら
後
に
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
、
「
月
中
有
兎
」
の
言
説
は
、
帝
釈
天
に
よ
っ
て
兎
が
月
に
納
め
ら
れ
た
と
い
う
仏
教
説
話
の
側
面
が
強
く
な
っ
た
の
か
、
図
像
上
の
月
中
に
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
な
く
、
「
兎
」
だ
け
を
描
写
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
「
日
中
の
烏
・
月
中
の
兎
」
と
い
う
〈
日
月
〉
の
聖
性
図
像
は
、
古
代
日
本
に
お
い
て
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
奈
良
時
代
、
天
皇
の
即
位
式
で
は
朝
廷
に
「
四
神
（
青
龍
、
白
虎
、
玄
武
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
朱
雀
）
旗
」
と
「
月
像
瞳
（
兎
と
蜷
蛛
が
仙
薬
を
揚
き
背
後
に
月
桂
樹
が
あ
る
図
像
）
」
と
「
日
像
憧
（
三
本
足
の
鳥
の
図
像
）
」
、
そ
し
て
「
銅
烏
瞳
（
三
本
足
の
銅
製
の
烏
を
頂
部
に
置
い
た
も
の
）
」
と
い
う
も
の
が
立
て
ら
れ
た
。
当
時
朝
廷
は
、
四
神
思
想
で
都
城
の
場
所
を
選
び
、
十
干
十
二
支
の
知
識
で
大
嘗
祭
や
即
位
の
日
柄
を
決
め
る
な
ど
、
政
治
に
道
教
や
陰
陽
道
の
思
想
も
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
釜
。
　
加
え
て
美
術
史
的
に
知
ら
れ
て
い
る
事
実
と
し
て
は
、
法
隆
寺
に
伝
わ
る
七
世
紀
半
頃
の
作
で
あ
る
「
玉
虫
厨
子
」
の
須
弥
座
絵
に
つ
い
て
で
あ
る
。
須
弥
座
四
面
と
宮
殿
部
三
方
の
扉
や
背
面
に
描
か
れ
た
彩
画
は
、
日
本
最
古
の
本
格
的
な
仏
教
絵
画
の
遺
品
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
背
面
に
描
か
れ
た
須
弥
山
図
に
は
、
須
弥
山
上
方
に
向
か
っ
て
右
手
に
月
輪
、
左
手
に
日
輪
が
描
か
れ
て
お
り
、
月
輪
中
に
は
二
匹
の
兎
が
、
ま
た
一
方
日
輪
中
に
は
三
本
足
の
烏
が
描
か
れ
、
そ
の
周
囲
を
飛
天
が
舞
う
構
図
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
9
）
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
日
輪
・
月
輪
の
左
右
の
位
置
は
、
通
常
の
場
合
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
後
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
て
、
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
仏
教
図
像
は
、
「
帝
釈
天
と
兎
」
と
い
う
例
の
本
生
謳
と
の
関
係
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
道
教
や
神
仙
思
想
、
陰
陽
道
な
ど
、
宗
教
の
枠
を
超
え
て
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
、
烏
と
兎
を
象
徴
的
に
用
い
た
〈
日
月
〉
の
聖
性
図
像
の
、
ひ
と
つ
一4一
図
2
9
　
法
隆
寺
　
玉
虫
厨
子
　
須
弥
座
絵
（
背
面
）
　
須
弥
山
図
の
応
用
の
形
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
仏
教
に
お
け
る
〈
日
月
〉
の
聖
性
図
像
と
し
て
は
さ
ら
に
時
代
を
下
り
、
例
え
ば
平
安
時
代
以
降
表
れ
る
「
十
二
天
像
」
の
中
に
ひ
と
つ
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
十
二
天
」
と
は
、
も
と
も
と
イ
ン
ド
神
話
の
中
の
十
二
種
の
重
要
神
を
、
密
教
に
お
い
て
も
守
護
神
と
し
た
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
け
の
で
、
四
方
四
維
の
守
護
に
配
さ
れ
る
護
世
八
方
天
（
東
方
帝
釈
天
、
東
南
方
火
天
、
南
方
焔
魔
天
、
西
南
方
羅
刹
天
、
西
方
水
天
、
西
北
方
風
天
、
北
方
昆
沙
門
天
、
東
北
方
伊
舎
那
天
）
に
上
方
梵
天
と
下
方
地
天
を
加
え
十
天
と
し
、
さ
ら
に
日
天
（
1
1
日
天
子
、
ω
口
受
ρ
〉
集
蔓
卯
）
と
が
り
て
ん
　
　
　
　
　
ひ
ナ
　
こ
っ
月
天
（
1
1
月
宮
天
子
、
Q
り
o
≦
P
O
p
。
昌
α
冨
）
を
加
え
て
十
二
天
と
す
る
。
こ
の
う
ち
「
日
天
」
と
「
月
天
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
太
陽
」
と
「
月
」
を
支
配
す
る
神
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
「
日
天
」
ま
た
「
月
天
」
の
名
は
そ
こ
か
ら
転
じ
て
、
「
太
陽
」
と
「
月
」
の
異
名
と
も
さ
れ
た
。
日
本
に
お
け
る
「
十
二
天
像
」
の
最
も
古
い
作
例
は
現
在
、
奈
良
西
大
寺
の
鳥
獣
座
上
に
坐
る
形
式
の
画
像
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
時
代
を
下
り
十
二
世
紀
に
入
る
と
、
立
像
形
式
の
「
十
二
天
屏
風
」
が
現
わ
れ
、
作
例
が
多
く
な
る
。
宅
間
勝
賀
筆
と
さ
れ
る
京
都
・
教
王
護
国
寺
（
東
寺
）
の
「
十
二
天
屏
風
」
（
建
久
二
〈
三
九
一
〉
年
制
作
）
は
そ
の
最
も
著
名
な
例
で
あ
り
、
同
様
の
立
像
形
式
の
十
二
天
屏
風
を
考
え
る
上
で
基
本
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
十
二
天
の
図
像
の
う
ち
、
横
向
き
に
描
か
れ
た
月
天
の
姿
は
特
徴
的
で
あ
り
、
そ
の
両
手
が
捧
げ
持
つ
持
物
に
は
月
輪
中
に
白
い
三
日
月
が
浮
か
び
、
さ
ら
に
そ
の
三
日
月
の
揺
り
か
ご
の
上
に
白
い
兎
が
「
伏
兎
」
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
番
（
図
3
0
）
。
ま
た
一
方
、
日
天
は
持
物
と
し
て
両
方
の
手
に
そ
れ
ぞ
れ
茎
の
長
図
3
0
　
宅
間
勝
賀
筆
「
十
二
天
図
屏
風
」
の
う
ち
月
天
図
　
京
都
・
教
王
護
国
寺
蔵
一5一
〈
月
の
兎
V
の
図
像
と
思
考
（
下
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
い
蓮
華
を
手
に
し
て
い
る
が
、
特
に
向
か
っ
て
左
側
の
花
の
上
に
は
日
輪
が
描
か
れ
、
そ
の
中
に
は
三
本
足
の
烏
（
あ
る
い
は
鳳
鳳
か
）
が
描
か
れ
て
い
る
⑳
（
図
3
1
）
。
挿
図
に
あ
げ
た
日
天
の
画
像
の
例
は
、
教
王
護
国
寺
本
の
系
譜
に
連
な
る
鎌
倉
時
代
の
白
描
の
十
二
天
像
の
作
例
（
醍
醐
寺
蔵
）
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
日
中
有
三
足
烏
」
「
月
中
有
兎
」
の
言
説
は
、
こ
の
よ
う
に
密
教
図
像
の
中
ま
で
確
か
に
息
づ
き
、
〈
日
月
〉
の
聖
性
を
象
徴
す
る
記
号
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
じ
ょ
つ
　
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
十
二
天
屏
風
は
、
密
教
寺
院
内
に
お
い
て
灌
頂
会
の
法
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
際
、
ど
の
よ
う
に
設
え
ら
れ
る
の
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
だ
ん
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
は
、
仏
前
に
は
ま
ず
大
壇
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
上
に
は
宝
塔
を
中
心
に
各
種
の
法
具
が
配
さ
れ
る
。
そ
の
四
方
に
は
燈
台
が
立
て
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
手
前
に
行
者
の
座
る
礼
盤
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
（
図
3
2
）
。
十
二
天
屏
風
は
こ
の
時
、
行
者
の
座
す
両
図
3
1
　
「
白
描
十
二
天
像
」
の
う
ち
日
天
図
　
京
都
・
醍
醐
寺
蔵
　
鎌
倉
時
代
図
3
2
密
教
道
場
に
お
け
る
設
え
の
例
京
都
・
醍
醐
寺
蔵
脇
左
右
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
仏
前
に
向
か
っ
て
右
側
に
置
か
れ
る
隻
が
右
隻
、
左
側
に
置
か
れ
る
方
が
左
隻
と
な
る
。
す
る
と
右
隻
・
左
隻
そ
れ
ぞ
れ
の
画
像
の
配
列
は
、
右
二
扇
目
よ
り
　
右
隻
ー
閻
魔
天
・
火
天
・
帝
釈
天
・
伊
舎
那
天
・
梵
天
・
日
天
　
左
隻
　
　
月
天
・
地
天
・
毘
沙
門
天
・
風
天
・
水
天
・
羅
刹
天
と
な
る
範
。
つ
ま
り
十
二
天
屏
風
は
こ
の
よ
う
に
左
右
に
分
け
ら
れ
設
え
ら
れ
た
時
、
本
尊
に
向
か
っ
て
一
番
近
い
位
置
に
、
日
天
と
月
天
の
画
像
が
向
か
い
合
う
よ
う
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
特
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
霊
礼
拝
者
か
ら
見
て
本
尊
向
か
っ
て
一6一
は
、　
右
　
　
日
天
1
1
太
陽
　
左
　
　
月
天
1
1
月
　
と
い
う
位
置
関
係
に
な
る
点
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
左
右
の
位
置
関
係
は
、
〈
日
月
〉
の
聖
性
図
像
を
用
い
る
あ
ら
ゆ
る
造
形
表
現
に
お
い
て
、
必
ず
踏
襲
さ
れ
て
い
る
約
束
事
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
　
例
え
ば
仏
教
に
お
け
る
〈
日
月
〉
の
他
の
偶
像
表
現
と
し
て
、
日
光
　
　
　
が
っ
こ
う
菩
薩
・
月
光
菩
薩
の
例
を
考
え
て
み
よ
う
。
東
方
浄
瑠
璃
世
界
と
い
う
浄
土
に
住
み
、
病
者
を
救
う
医
王
と
信
じ
ら
れ
る
薬
師
如
来
は
、
し
ば
図
3
3
薬
師
如
来
お
よ
び
春
属
像
8
世
紀
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
【
’
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
し
よ
リ
ア
　
　
ド
し
ば
日
光
・
月
光
菩
薩
を
脇
侍
と
し
た
三
尊
形
式
で
表
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
薬
師
如
来
を
中
央
に
向
か
っ
て
右
側
に
日
光
菩
薩
が
、
そ
し
て
左
側
に
月
光
菩
薩
が
配
さ
れ
る
の
だ
が
、
両
脇
侍
は
し
ば
し
ば
そ
の
手
に
　
　
　
じ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
つ
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
円
い
「
日
（
太
陽
）
」
と
「
月
（
多
く
は
三
日
月
）
」
が
託
さ
れ
る
（
図
3
3
）
垂
。
つ
ま
り
こ
こ
で
も
先
の
、
右
　
　
日
・
左
　
　
月
の
約
束
事
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ド
じ
ゃ
ど
ち
か
　
ま
た
神
道
美
術
と
も
関
わ
る
垂
述
画
、
こ
と
に
い
わ
ゆ
る
〈
垂
　
曼
茶
羅
〉
に
含
ま
れ
る
「
富
士
参
詣
曼
茶
羅
」
や
「
伊
勢
参
詣
曼
茶
羅
」
な
ど
に
は
、
し
ば
し
ば
た
な
び
く
雲
に
乗
る
（
こ
れ
を
乗
雲
と
い
う
）
日
輪
・
月
輪
が
描
か
れ
る
（
図
3
4
）
。
こ
の
時
、
日
輪
は
金
（
あ
る
い
は
赤
）
の
色
で
、
ま
た
月
輪
は
銀
（
あ
る
い
は
白
）
の
色
で
も
っ
て
描
写
さ
図
3
4
　
「
富
七
参
詣
曼
茶
羅
図
」
　
富
L
山
本
宮
浅
間
神
社
蔵
　
1
6
世
紀
一7一
〈
月
の
兎
〉
の
図
像
と
思
考
（
下
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
図35　「目月四季花鳥図屏風」右隻　出光美術館蔵
れ
る
の
だ
が
、
信
仰
対
象
の
中
心
と
な
る
富
士
の
山
や
社
殿
の
景
観
を
中
央
と
し
て
、
こ
こ
で
も
ま
た
画
面
に
向
か
っ
て
右
　
　
日
輪
・
左
　
　
月
輪
の
約
束
事
が
守
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
先
に
奈
良
時
代
の
「
玉
虫
厨
子
」
の
須
弥
座
絵
に
つ
い
て
少
し
触
れ
た
が
、
こ
の
画
面
で
は
須
弥
山
を
中
央
に
向
か
っ
て
右
に
月
輪
、
左
に
日
輪
と
な
り
、
約
束
事
が
一
見
で
は
守
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
厨
子
上
部
の
宮
殿
部
内
に
安
置
さ
れ
た
金
銅
菩
薩
立
像
を
正
面
に
仰
ぎ
礼
拝
す
る
位
置
か
ら
見
る
と
、
こ
の
須
弥
座
絵
は
菩
薩
の
背
面
と
な
り
、
そ
の
結
果
左
右
は
反
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
玉
虫
厨
子
の
場
合
も
一
見
異
例
に
見
え
な
が
ら
、
や
は
り
日
月
と
左
右
の
位
置
関
係
が
守
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
　
さ
ら
に
〈
日
月
〉
を
題
材
と
す
る
よ
く
知
ら
れ
た
絵
画
芸
術
と
し
て
は
、
室
町
時
代
以
降
現
れ
た
や
ま
と
絵
の
技
法
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
〈
日
月
山
水
図
〉
の
屏
風
が
あ
る
。
日
月
山
水
図
は
通
常
、
一
双
形
式
の
屏
風
の
左
右
の
隻
に
、
そ
れ
ぞ
れ
片
隻
に
は
春
夏
、
も
う
片
隻
に
は
秋
冬
の
自
然
景
を
あ
し
ら
い
、
各
々
の
景
観
中
の
山
の
端
に
、
金
色
の
日
輪
あ
る
い
は
銀
色
の
月
輪
（
満
月
形
、
あ
る
い
は
三
日
月
形
も
あ
る
）
を
対
照
的
に
配
す
る
構
図
と
な
る
。
大
阪
河
内
の
「
金
剛
寺
本
」
（
六
曲
一
双
）
ま
た
「
東
京
国
立
博
物
館
本
」
（
六
曲
一
双
）
と
称
さ
れ
る
二
つ
の
例
が
最
も
有
名
で
あ
り
ま
た
古
い
作
例
で
あ
る
が
、
と
く
に
前
者
は
密
教
の
灌
頂
儀
式
の
調
度
と
し
て
使
用
さ
れ
る
〈
山
水
屏
風
〉
と
し
て
も
扱
わ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
室
町
時
代
以
降
に
成
立
し
た
絵
画
様
式
で
あ
る
が
、
日
輪
に
は
鍍
金
を
、
ま
た
月
に
は
銀
板
を
は
め
込
み
、
金
地
の
画
面
に
は
豊
か
な
胡
粉
や
緑
青
で
も
っ
て
桜
花
や
樹
々
を
描
く
。
さ
ら
に
画
面
全
体
に
は
、
惜
し
げ
も
な
く
大
小
の
金
銀
箔
や
野
毛
（
金
銀
の
箔
を
細
く
長
く
切
っ
た
も
の
）
を
散
ら
す
な
ど
、
工
芸
的
な
装
飾
性
の
強
い
作
風
は
く
日
月
山
水
図
V
の
多
く
の
作
例
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
単
に
山
水
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
出
光
美
術
館
所
蔵
の
作
品
に
見
る
よ
う
に
、
維
子
の
親
子
や
の
鹿
な
ど
の
花
一8一
日月四季花鳥図屏風」　fl隻　出光美術館蔵図35
図36　「日月毘需図屏風」　李朝民画　19世紀
鳥
の
モ
チ
ー
フ
が
加
え
ら
れ
た
例
（
「
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
、
図
3
5
）
も
あ
り
、
宗
教
的
な
場
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
日
常
生
活
に
ま
で
及
ぶ
幅
広
い
用
途
で
、
こ
の
種
の
作
品
が
中
世
よ
り
近
世
期
ま
で
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
．
轡
。
　
こ
う
し
た
〈
日
月
山
水
図
〉
や
〈
日
月
四
季
花
鳥
図
〉
の
諸
作
例
で
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
、
春
夏
を
象
徴
す
る
桜
花
や
緑
の
樹
々
が
描
か
れ
た
右
隻
に
「
日
」
が
、
そ
し
て
秋
冬
を
象
徴
す
る
紅
葉
や
雪
景
色
の
左
隻
に
「
月
」
る
。
今
一
度
こ
れ
を
整
理
す
れ
ば
、
　
右
隻
　
春
・
夏
　
　
「
日
」
　
左
隻
　
秋
・
冬
　
　
「
月
」
　
と
な
り
、
や
は
り
右
　
　
日
輪
、
輪
と
い
う
約
束
事
が
、
が
描
か
れ
左
　
　
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
〈
日
月
山
水
図
〉
の
屏
風
は
日
本
固
有
の
絵
画
形
態
で
は
な
く
、
す
で
に
階
末
唐
初
の
石
造
屏
風
の
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と
共
に
、
韓
国
で
は
（
十
九
世
紀
の
作
例
な
が
ら
）
李
朝
時
代
の
民
画
の
作
品
に
「
日
月
箆
需
図
」
と
し
て
同
系
列
の
山
水
図
屏
風
が
存
一9一
〈
月
の
兎
V
の
図
像
と
思
考
（
ド
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
在
す
る
（
図
3
6
）
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
〈
日
月
山
水
図
〉
の
図
像
解
釈
は
、
「
あ
る
一
定
の
意
味
を
成
す
も
の
で
は
な
い
」
と
今
の
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
コ
ノ
ロ
　
ノ
　
こ
う
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
李
朝
民
画
の
作
例
で
は
、
図
像
学
的
に
次
の
よ
う
に
統
一
さ
れ
た
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
天
に
あ
る
赤
い
太
陽
と
白
い
月
は
そ
れ
ぞ
れ
王
と
王
妃
を
象
徴
」
し
、
大
き
な
五
つ
の
峰
の
山
並
は
「
中
国
伝
説
上
の
崖
嵜
山
」
を
表
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
と
共
に
画
中
を
埋
め
る
水
（
川
の
流
れ
や
波
）
、
松
や
岩
、
山
は
「
天
界
・
世
界
・
生
物
界
の
永
久
的
な
生
命
力
の
象
徴
で
あ
り
、
諸
神
の
保
護
を
受
け
、
子
孫
萬
代
ま
で
も
が
い
つ
ま
で
も
永
く
繁
栄
す
る
よ
う
に
と
し
た
国
家
観
の
投
影
で
あ
り
、
王
室
の
権
威
の
高
さ
を
表
す
　
　
　
図
3
7
　
「
有
虞
十
二
章
文
墨
」
　
1
6
　
1
7
世
紀
も
の
」
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
藝
。
そ
し
て
や
は
り
こ
の
屏
風
上
で
も
日
月
は
、
右
　
　
日
輪
、
左
　
　
月
輪
と
し
て
配
置
し
、
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
約
束
事
と
な
っ
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
は
、
〈
日
・
月
V
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
芸
術
作
品
が
実
に
広
汎
に
有
り
、
歴
史
的
に
永
い
時
間
を
経
て
息
づ
い
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
様
々
な
例
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
〈
日
月
〉
の
聖
性
図
像
は
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
原
理
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
仮
説
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
あ
る
作
品
上
に
お
い
て
〈
日
月
〉
が
表
さ
れ
る
時
、
〈
日
・
月
〉
の
位
置
と
そ
れ
に
よ
り
思
考
上
で
換
置
さ
れ
た
く
シ
ン
ボ
ル
V
と
の
関
係
は
、
　
　
　
　
じ
つ
　
　
に
ち
り
ん
　
右
－
日
（
日
輪
／
太
陽
）
↓
烏
　
　
　
　
げ
つ
　
　
が
ち
り
ん
　
左
　
　
月
（
月
輪
あ
る
い
は
三
日
月
）
↓
兎
　
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
　
　
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
　
例
え
ば
十
六
～
十
七
世
紀
の
中
国
で
作
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
作
例
を
見
て
み
よ
う
。
「
十
二
章
」
と
い
う
古
代
中
国
で
生
ま
れ
た
皇
帝
の
権
威
を
象
徴
す
る
模
様
を
も
っ
た
墨
の
例
で
あ
る
（
図
3
7
）
。
日
・
月
・
星
辰
・
山
・
龍
・
雑
・
祭
器
・
藻
・
火
・
粉
末
・
斧
・
あ
や
の
十
二
種
の
吉
祥
模
様
を
陽
刻
し
た
八
角
形
の
古
墨
に
は
、
一
部
彩
色
も
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
表
さ
れ
た
〈
日
・
月
〉
は
、
〈
山
境
〉
を
示
す
山
の
左
右
に
配
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
「
右
i
日
輪
ー
日
中
有
三
足
鳥
」
「
左
－
月
輪
－
月
中
有
兎
」
の
図
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
例
は
絵
画
で
は
一10一
な
い
が
、
先
の
李
朝
の
民
画
〈
日
月
毘
喬
図
〉
の
、
王
権
の
永
劫
的
吉
祥
性
を
示
し
た
図
像
と
も
、
性
質
的
に
通
底
し
た
図
像
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
今
の
と
こ
ろ
日
本
・
韓
国
の
〈
日
月
山
水
図
〉
や
中
世
日
本
の
垂
　
画
の
作
例
で
、
日
輪
や
月
輪
の
中
に
、
烏
や
兎
の
図
像
が
描
き
込
ま
れ
た
作
例
は
報
告
さ
れ
て
は
い
な
い
。
だ
が
〈
日
月
〉
を
〈
烏
と
兎
〉
に
読
み
換
え
る
思
考
は
、
宗
教
の
枠
を
超
え
て
容
易
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
、
こ
の
よ
う
な
周
辺
的
事
実
か
ら
も
強
く
推
察
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
五
　
御
仏
の
降
臨
－
葛
蛇
玉
筆
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
屏
風
」
　
さ
て
前
章
で
紹
介
し
た
室
町
期
の
〈
日
月
山
水
図
屏
風
〉
や
〈
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
〉
に
関
す
る
研
究
は
、
美
術
史
の
専
門
分
野
で
は
一
九
六
〇
年
以
降
急
速
に
進
展
し
、
と
く
に
「
主
題
」
解
釈
に
関
す
る
図
像
学
的
分
析
が
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
。
今
こ
こ
で
そ
の
膨
大
な
研
究
内
容
の
全
て
を
説
明
す
る
こ
と
は
と
て
も
不
可
能
で
あ
る
が
、
要
点
と
し
て
い
く
つ
か
に
ま
と
め
れ
ば
ー
⊥
①
陰
陽
五
行
説
の
反
映
と
み
る
解
釈
　
②
本
地
垂
　
思
想
と
の
関
係
を
強
く
み
る
解
釈
③
〈
四
季
の
庭
〉
の
反
映
と
み
る
解
釈
④
「
法
楽
の
場
」
「
南
北
朝
期
に
お
け
る
天
皇
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
「
蓬
莱
・
仙
境
イ
メ
ー
ジ
」
な
ど
中
世
に
お
け
る
日
月
意
匠
を
捉
え
得
る
種
々
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
重
層
化
と
み
る
解
釈
　
　
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
幾
多
の
視
点
や
図
像
解
釈
の
可
能
性
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
近
年
島
尾
新
氏
は
「
東
ア
ジ
ア
を
附
轍
す
る
よ
う
な
〈
大
き
な
主
題
史
〉
の
中
に
お
い
て
も
、
こ
の
屏
風
の
四
季
や
日
月
を
単
一
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は
無
謀
な
試
み
に
思
え
る
（
4
5
）
」
と
述
べ
、
〈
日
月
山
水
図
屏
風
〉
か
ら
一
律
化
し
た
意
味
を
導
き
出
す
こ
と
の
無
意
味
さ
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
む
し
ろ
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
種
の
屏
風
が
い
ず
れ
も
「
日
月
、
そ
し
て
樹
木
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
四
季
と
方
位
の
〈
全
き
世
界
〉
」
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
〈
吉
祥
世
界
〉
を
構
成
・
象
徴
す
る
上
で
「
基
本
的
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し
て
機
能
し
て
い
る
§
」
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
〈
日
月
四
季
花
鳥
図
〉
に
関
し
て
は
、
「
過
去
に
あ
っ
た
〔
日
月
図
や
花
鳥
図
の
〕
様
々
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
一
つ
の
画
面
に
同
居
し
た
と
い
う
に
は
留
ま
ら
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
（
中
略
）
こ
こ
〔
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
の
中
〕
に
流
れ
込
ん
だ
コ
ン
テ
キ
ス
ト
は
錯
綜
し
て
い
る
」
も
の
と
も
結
論
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
（
蓼
。
　
確
か
に
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
〈
日
月
〉
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
使
わ
れ
方
に
は
、
す
で
に
本
論
中
で
見
て
き
た
通
り
、
古
代
中
国
の
神
仙
思
想
の
反
映
と
思
え
る
も
の
か
ら
仏
教
的
図
像
ま
で
、
実
に
幅
広
い
用
途
と
表
現
の
方
法
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
コ
元
化
さ
れ
て
い
な
い
」
表
象
の
有
り
様
は
、
〈
日
月
〉
を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
の
宇
宙
観
や
思
想
的
背
景
が
長
い
時
間
の
中
で
様
々
に
沈
殿
し
、
混
在
し
て
き
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
言
い
換
え
れ
ば
、
〈
日
月
〉
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
の
中
に
人
々
は
、
か
つ
て
よ
り
存
在
し
て
き
た
こ
の
多
種
多
様
な
イ
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メ
ー
ジ
を
、
時
に
応
じ
て
柔
軟
に
読
み
替
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
　
で
は
、
〈
日
月
〉
が
〈
烏
と
兎
〉
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
是
非
と
も
考
え
て
み
た
い
江
戸
絵
画
が
あ
る
　
　
そ
れ
は
葛
蛇
玉
（
一
七
三
五
～
一
七
八
　
　
　
り
つ
　
や
し
ょ
つ
ニ
○
）
筆
「
雪
夜
松
兎
ぱ
い
あ
　
ナ
梅
鴉
図
屏
風
」
（
図
3
8
、
六
曲
一
双
、
ア
メ
リ
カ
・
心
遠
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
な
の
で
あ
る
。
蛇
玉
と
そ
の
謎
　
縦
一
五
三
、
七
×
横
三
五
三
、
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
六
曲
一
双
の
か
な
り
大
ぶ
り
な
こ
の
屏
風
の
前
に
初
め
て
件
ん
だ
鑑
賞
者
は
、
あ
た
か
も
画
の
内
側
か
ら
こ
ち
ら
へ
と
、
決
し
て
止
む
こ
と
な
く
吹
き
込
ん
で
く
る
白
い
雪
の
幻
想
に
、
し
ば
し
言
葉
を
失
い
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
画
面
全
体
に
微
妙
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
せ
、
刷
毛
引
き
の
墨
色
で
表
さ
れ
た
奥
行
き
感
の
あ
る
闇
。
そ
こ
に
の
び
の
び
と
描
か
れ
た
松
や
梅
の
大
樹
に
は
、
水
気
の
多
い
墨
で
片
ぼ
か
し
風
に
、
あ
る
い
は
濃
い
墨
で
筆
さ
ば
き
の
早
い
描
法
で
も
っ
て
、
い
ず
れ
も
紙
の
元
の
地
の
白
い
色
を
最
大
限
に
生
か
し
、
永
い
時
間
の
果
て
に
降
り
積
も
っ
た
雪
の
さ
ま
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
音
の
無
い
闇
と
降
り
続
く
雪
の
時
間
　
　
大
胆
に
も
画
面
全
体
を
覆
う
か
の
よ
う
に
、
見
事
に
吹
き
散
ら
さ
れ
た
胡
粉
の
雪
は
見
る
者
を
驚
か
し
、
そ
し
て
た
ち
ま
ち
画
中
の
時
間
へ
と
惹
き
つ
け
る
。
黒
と
白
の
た
っ
た
二
色
で
表
さ
れ
た
、
動
と
静
が
入
り
混
じ
る
不
思
議
な
空
間
　
　
画
面
に
向
か
っ
て
左
隻
の
大
木
の
梅
の
枝
先
に
は
鳥
が
描
か
れ
、
う
ち
一
羽
は
今
ま
さ
に
飛
来
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
一
方
右
隻
の
太
く
た
く
ま
し
い
三
本
幹
の
松
の
下
に
は
、
一
羽
の
兎
が
梢
を
見
上
げ
、
急
ぎ
走
り
寄
っ
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
奇
妙
で
不
可
思
議
で
あ
る
の
は
、
こ
の
右
隻
の
松
の
幹
に
は
、
何
と
も
う
一
羽
の
兎
が
し
っ
か
り
と
し
が
み
つ
き
、
あ
た
か
も
よ
じ
登
ろ
う
と
す
る
か
の
よ
う
な
姿
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
木
な
ど
を
登
る
こ
と
の
な
い
は
ず
の
兎
が
描
か
れ
る
　
　
一
体
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
「
意
味
」
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
作
品
に
一12一
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見
入
れ
ば
見
入
る
ほ
ど
、
闇
の
醸
し
出
す
静
認
さ
と
、
，
逓
る
雪
が
渾
然
一
体
と
な
り
、
見
る
者
は
さ
ら
に
そ
の
奥
へ
と
吸
い
込
ま
れ
て
ゆ
く
よ
う
で
あ
る
。
　
こ
の
作
品
は
、
現
在
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
江
戸
絵
画
収
集
家
と
し
て
最
も
著
名
な
ジ
ョ
ー
・
D
・
プ
ラ
イ
ス
氏
の
所
蔵
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
、
〈
心
遠
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
と
名
付
け
ら
れ
た
同
氏
の
、
伊
藤
若
沖
を
中
心
と
し
た
多
数
の
収
集
品
の
中
で
も
、
最
も
重
要
か
つ
白
眉
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
一
九
八
四
年
に
「
異
色
の
江
戸
絵
画
展
」
と
名
打
た
れ
た
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
覧
会
（
於
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
）
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
が
．
ど
、
作
品
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
在
外
秘
宝
を
紹
介
す
る
全
集
な
ど
で
幾
度
と
な
く
紹
介
さ
れ
て
き
て
お
り
、
江
戸
時
代
絵
画
史
上
の
傑
作
と
し
て
、
す
で
に
不
動
の
評
価
が
定
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。
　
し
か
し
な
が
ら
作
者
で
あ
る
葛
蛇
玉
に
関
し
て
は
、
断
片
的
な
伝
記
的
事
実
が
わ
ず
か
に
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
不
可
解
で
あ
る
の
は
、
彼
が
描
い
た
と
す
る
作
品
は
、
こ
の
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
屏
風
」
を
含
め
て
も
、
現
在
ま
で
に
わ
ず
か
四
点
し
か
見
出
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
藝
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
蛇
玉
と
言
う
画
家
が
注
目
さ
れ
て
き
た
由
縁
に
は
、
意
外
に
も
、
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』
な
ど
当
時
の
上
方
文
学
の
作
品
に
蛇
玉
の
存
在
が
伝
説
的
に
反
映
し
て
い
た
り
、
ま
た
蛇
玉
自
身
が
大
阪
詩
壇
の
結
社
「
混
沌
社
」
と
の
接
点
が
窺
わ
れ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
も
含
め
て
の
蛇
玉
に
関
す
る
詳
細
は
、
従
来
佐
藤
康
宏
氏
の
二
つ
の
論
考
に
ま
と
め
ら
れ
、
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
そ
ち
ら
に
譲
り
た
い
．
琶
。
こ
こ
で
は
一
応
蛇
玉
の
人
と
な
り
を
伝
え
る
、
片
山
北
海
（
一
七
二
三
～
九
〇
）
に
よ
る
墓
碑
銘
の
大
意
を
現
代
語
と
し
て
掲
げ
て
お
こ
う
。
　
蛇
玉
（
飽
玉
と
表
記
）
は
享
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
一
月
十
日
生
ま
れ
。
没
年
は
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
十
月
二
十
日
、
享
年
四
一13一
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大
阪
の
画
家
。
画
は
初
め
橘
守
国
（
一
六
七
九
～
一
七
四
　
　
　
　
　
か
く
て
い
八
）
お
よ
び
鶴
亭
（
一
七
二
二
～
八
五
）
に
学
び
、
の
ち
に
宋
元
の
古
画
を
模
し
て
一
家
を
成
し
た
。
名
は
季
源
、
字
は
子
明
、
初
め
の
名
は
徹
で
、
洞
郭
と
も
号
す
る
。
玉
泉
寺
と
い
う
浄
土
真
宗
の
寺
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち
に
長
嶋
喜
右
衛
門
の
婿
養
子
と
な
っ
た
。
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
二
月
二
十
二
日
の
晩
、
蛇
が
玉
を
含
ん
で
来
る
夢
を
見
て
、
目
覚
め
て
み
れ
ば
そ
こ
に
玉
が
在
っ
た
。
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
吉
祥
で
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
蛇
玉
と
自
ら
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
好
ん
で
鯉
魚
を
描
き
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
つ
鯉
翁
と
呼
ば
れ
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
。
長
嶋
氏
の
祖
は
谷
八
氏
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
蛇
玉
は
こ
の
谷
八
の
音
か
ら
台
わ
せ
、
葛
の
姓
を
名
乗
っ
た
。
そ
の
人
と
な
り
は
風
流
閑
雅
で
、
有
閑
公
子
の
風
が
あ
っ
た
。
籠
に
数
種
の
鳥
を
飼
い
、
朝
な
夕
な
に
可
愛
が
り
、
世
話
を
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
そ
れ
は
籠
の
中
の
こ
と
と
は
い
え
、
鳥
が
飛
び
、
集
ま
り
、
飲
み
、
食
べ
る
さ
ま
が
、
大
い
に
絵
の
参
考
に
な
っ
た
と
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ
が
ん
う
。
三
男
二
女
を
も
う
け
、
長
男
の
蛇
含
も
画
家
と
な
っ
た
（
1
5
）
。
　
で
は
再
び
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
屏
風
」
に
話
を
戻
そ
う
。
本
屏
風
は
従
来
、
三
本
松
に
兎
の
描
か
れ
た
隻
を
右
隻
と
し
、
大
木
の
梅
に
烏
を
描
い
た
隻
を
左
隻
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
款
記
と
三
つ
の
印
章
（
う
ち
一
つ
は
遊
印
）
が
あ
る
の
だ
が
、
印
章
は
す
べ
て
別
紙
に
捺
し
た
も
の
を
切
り
抜
き
、
貼
付
す
る
と
い
う
手
の
込
ん
だ
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
刷
毛
引
き
の
墨
の
闇
に
墨
で
認
め
ら
れ
た
款
記
は
な
か
な
か
読
み
に
く
い
が
「
甲
子
之
秋
爲
羅
園
窩
中
　
蛇
玉
季
原
」
（
左
隻
款
記
）
と
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
秋
、
蛇
玉
四
十
歳
の
作
品
と
判
明
す
る
。
四
十
六
歳
の
若
さ
で
没
し
た
画
家
の
作
品
と
し
て
は
、
充
実
期
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
お
そ
ら
く
差
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。　
従
来
こ
の
作
品
に
関
す
る
論
議
は
、
主
に
描
写
法
を
中
心
と
す
る
様
式
上
の
問
題
に
集
中
し
て
き
た
。
例
え
ば
1
思
い
き
っ
て
画
面
全
体
を
墨
で
刷
き
、
「
闇
」
を
表
現
す
る
志
向
。
そ
し
て
そ
の
闇
を
表
現
し
つ
つ
素
地
の
白
を
塗
り
残
す
こ
と
で
見
事
に
魅
せ
る
樹
々
の
上
の
積
雪
の
表
情
。
鑑
賞
者
に
と
っ
て
最
も
印
象
的
に
映
る
飛
沫
の
よ
う
な
胡
粉
の
雪
の
、
鮮
や
か
な
表
現
の
背
景
と
も
な
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
描
写
法
の
源
流
に
は
、
蛇
玉
が
学
ん
だ
と
さ
れ
る
師
・
僧
鶴
亭
の
南
顔
流
の
画
体
の
影
響
が
色
濃
い
。
し
か
も
描
写
法
だ
け
で
な
く
、
「
雪
の
降
り
積
も
っ
た
樹
々
の
下
に
い
る
兎
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
自
体
が
、
同
時
代
中
国
の
花
鳥
画
家
・
沈
南
頻
（
一
六
八
二
～
？
）
に
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
（
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
ひ
3
9
）
、
そ
れ
が
南
頻
の
来
航
に
よ
り
長
崎
の
画
家
熊
斐
（
一
七
一
二
～
一
七
七
二
）
に
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
熊
斐
に
学
ん
だ
鶴
亭
を
経
て
、
最
終
的
に
蛇
玉
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
確
か
に
享
保
一
六
（
一
七
三
一
）
年
に
来
航
し
、
わ
ず
か
一
年
九
ヶ
月
あ
ま
り
の
短
い
期
間
な
が
ら
、
沈
南
頭
が
直
接
に
日
本
人
画
家
で
あ
　
　
　
　
　
　
く
ま
し
ろ
る
熊
斐
（
本
名
神
代
彦
之
進
）
に
伝
え
た
花
鳥
画
体
は
、
当
時
の
日
本
一14一
の
、
狩
野
派
一
辺
倒
の
旧
来
的
な
漢
画
体
を
一
新
す
る
、
斬
新
な
描
法
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
多
く
の
画
家
た
ち
を
魅
了
し
た
。
し
か
も
南
蹟
の
伝
え
た
花
鳥
画
は
、
基
本
的
に
〈
吉
祥
〉
を
意
味
す
る
題
材
で
構
成
さ
れ
て
い
た
た
め
人
々
に
喜
ば
れ
、
長
崎
・
江
戸
・
上
方
と
い
っ
た
地
域
を
問
わ
ず
、
広
く
人
々
の
生
活
に
お
い
て
調
度
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
窺
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
雪
の
降
り
積
も
っ
た
樹
々
の
下
に
い
る
兎
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
何
ら
か
の
〈
吉
祥
〉
性
ゆ
え
に
題
材
と
し
て
選
ば
れ
、
蛇
玉
に
よ
っ
て
屏
風
絵
と
さ
れ
た
こ
と
自
体
は
決
し
て
不
可
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
現
在
長
崎
に
伝
存
す
る
『
沈
南
頻
画
図
百
幅
』
（
写
本
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
）
は
、
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
に
唐
通
事
た
ち
が
、
沈
南
蕨
画
一
〇
〇
幅
の
画
題
と
そ
の
吉
祥
的
意
味
に
つ
い
て
舶
来
中
国
人
に
質
問
し
、
そ
れ
を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
百
幅
中
に
は
残
念
な
が
ら
「
積
図
3
9
　
沈
南
頗
筆
「
雪
梅
群
兎
図
」
　
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
蔵
雪
の
樹
下
の
兎
」
に
相
当
す
る
作
品
名
は
見
出
さ
れ
な
い
。
兎
を
描
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
い
入
れ
た
画
題
と
し
て
は
「
荷
薬
双
兎
図
」
（
荷
薬
に
番
の
兎
を
描
く
）
、
「
天
香
玉
兎
」
（
木
握
に
兎
の
図
）
、
「
玉
兎
長
春
図
」
（
野
薔
薇
に
兎
の
図
）
の
三
つ
が
見
出
さ
れ
る
が
諺
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
国
画
に
お
い
て
、
吉
祥
的
意
味
合
い
を
伝
統
的
に
持
つ
花
と
の
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
従
っ
て
蛇
玉
画
の
「
積
雪
の
樹
々
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
ど
の
よ
う
な
吉
祥
的
意
味
を
帯
び
て
い
る
の
か
を
別
に
探
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
と
類
型
の
作
品
は
南
頗
の
百
幅
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
蛇
玉
の
作
品
を
考
え
る
上
で
も
、
南
顔
流
画
全
体
に
お
け
る
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
吉
祥
性
に
関
す
る
考
察
が
今
後
必
要
で
あ
ろ
う
。　
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
改
め
て
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
蛇
玉
の
「
積
雪
の
樹
下
の
兎
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
現
存
の
南
頗
流
画
の
他
の
そ
れ
ら
と
は
決
定
的
に
異
な
り
、
単
独
の
掛
軸
そ
れ
の
み
一
幅
で
完
結
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
対
を
成
す
も
う
一
隻
の
屏
風
と
の
二
双
形
式
」
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
雪
の
降
り
積
も
っ
た
松
下
の
兎
」
と
い
う
蛇
玉
画
の
題
材
は
、
こ
こ
で
は
も
う
片
隻
の
「
雪
の
降
り
積
も
っ
た
梅
の
樹
に
飛
来
す
る
烏
」
と
い
う
題
材
と
、
本
来
切
り
離
し
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
「
松
」
と
「
梅
」
、
「
兎
」
と
「
烏
」
と
い
う
異
な
る
題
材
を
描
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
は
双
方
と
も
に
刷
毛
引
き
の
「
闇
」
と
胡
粉
の
遜
る
「
雪
」
が
全
面
に
覆
う
同
じ
ひ
と
つ
の
世
界
の
中
に
確
か
に
在
る
。
こ
の
「
同
じ
ひ
と
一15一
〈
月
の
兎
V
の
図
像
と
思
考
（
．
卜
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
つ
の
世
界
」
に
在
る
こ
と
は
、
各
隻
の
題
材
を
分
か
つ
こ
と
な
く
「
ひ
と
つ
の
も
の
」
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
連
鎖
的
意
味
を
成
す
も
の
」
と
し
て
、
鑑
賞
者
に
思
考
す
る
よ
う
強
く
促
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
や
は
り
こ
こ
で
一
番
の
問
題
と
な
る
の
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
描
法
の
問
題
以
上
に
、
「
兎
」
と
「
烏
」
と
い
う
取
り
合
わ
せ
の
妙
で
あ
る
。
し
か
も
右
隻
の
兎
の
一
羽
が
「
松
の
幹
に
し
が
み
つ
き
登
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
ズ
い
る
」
と
い
う
、
現
実
の
兎
の
行
動
で
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
姿
態
が
こ
こ
で
は
明
確
に
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
点
に
、
さ
ら
に
留
意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
画
家
は
明
ら
か
に
鑑
賞
者
の
視
覚
を
そ
こ
　
　
さ
そ
へ
と
誘
い
、
こ
の
画
の
謎
を
問
い
掛
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
研
究
者
た
ち
で
す
ら
、
こ
れ
ま
で
こ
の
二
つ
の
点
を
謎
と
し
な
が
ら
も
、
松
の
木
に
登
る
兎
を
、
例
え
ば
「
夢
遊
病
の
よ
う
だ
」
と
し
か
評
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
§
。
そ
し
て
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
」
と
い
う
こ
の
作
品
そ
の
も
の
が
、
語
り
か
け
て
く
る
世
界
を
、
い
ま
だ
誰
も
完
全
な
言
葉
と
し
て
受
け
止
め
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
〈
日
月
花
鳥
〉
の
約
束
事
　
蛇
玉
が
描
い
た
「
兎
」
と
「
烏
」
と
い
う
取
り
合
わ
せ
が
、
ほ
と
ん
ど
疑
い
な
く
「
日
月
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
論
を
通
じ
て
多
く
の
読
者
が
、
す
で
に
納
得
し
得
る
解
釈
で
あ
ろ
う
。
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
古
代
中
国
以
来
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
中
で
伝
統
的
に
広
く
了
解
さ
れ
て
き
た
、
烏
と
兎
の
「
日
月
」
の
象
徴
表
現
で
あ
る
が
、
実
は
日
本
で
は
江
戸
時
代
当
時
で
も
、
工
芸
品
な
ど
に
ご
く
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
（
「
月
兎
烏
蒔
絵
螺
釦
印
籠
」
、
図
4
0
）
。
た
だ
し
、
先
に
も
あ
げ
た
『
和
漢
三
才
図
絵
』
に
所
載
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
「
月
中
有
兎
」
「
日
中
有
三
足
烏
」
の
定
形
化
さ
れ
た
図
像
ば
か
り
で
は
な
い
。
例
え
ば
魚
屋
北
渓
（
一
七
八
〇
～
一
八
五
〇
）
画
の
摺
物
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
（
一
八
三
一
年
制
作
、
図
4
1
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
お
と
日
輪
と
月
輪
を
ひ
と
つ
の
「
輪
」
と
し
て
描
き
、
そ
こ
に
夫
婦
の
兎
と
烏
が
正
月
の
餅
つ
き
を
す
る
と
い
う
、
い
か
に
も
江
戸
ら
し
い
洒
脱
な
「
ひ
ね
り
」
を
言
説
に
加
え
、
機
知
的
に
図
像
を
改
変
し
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
（
駆
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
（
あ
る
意
味
で
斬
新
な
）
作
品
が
作
ら
れ
た
基
盤
に
は
、
も
と
よ
り
鑑
賞
者
側
に
お
い
て
も
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
テ
　
シ
ョ
ン
の
意
味
内
容
と
仕
掛
け
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
含
意
が
、
間
違
い
な
く
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
〈
烏
と
兎
V
が
〈
日
月
〉
　
　
　
　
　
コ
ノ
テ
　
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
含
意
は
、
江
戸
人
に
と
っ
て
必
ず
や
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
差
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。
現
代
で
こ
そ
、
「
烏
と
兎
」
が
「
日
月
」
を
意
味
す
る
言
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
、
す
で
に
彼
方
へ
忘
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
蛇
玉
の
屏
風
絵
が
示
す
意
味
を
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
を
含
め
多
く
の
人
々
が
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
致
仕
方
な
い
。
だ
が
幸
運
に
も
、
こ
こ
で
私
た
ち
に
導
か
れ
る
ま
ず
ひ
と
つ
め
の
答
え
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
屏
風
絵
が
兎
と
烏
の
「
花
鳥
」
の
形
象
と
共
に
、
文
字
通
り
に
示
す
意
味
ー
一16一
図
4
0
　
「
月
兎
蒔
絵
螺
錨
印
籠
」
右
・
表
「
日
中
鳥
」
　
左
・
裏
「
月
中
兎
」
す
な
わ
ち
「
烏
と
兎
」
に
見
立
て
ら
れ
た
る
と
い
う
点
な
の
で
あ
る
。
「
日
月
花
鳥
図
屏
風
」
で
あ
　
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
早
急
に
再
考
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
右
隻
・
左
隻
の
位
置
関
係
が
、
本
来
は
逆
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
な
の
で
あ
る
（
図
38
a
j
。
　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
屏
風
絵
は
こ
れ
ま
で
、
「
松
に
兎
」
の
図
を
向
か
っ
て
右
隻
に
、
そ
し
て
「
梅
に
烏
」
の
図
を
左
隻
と
し
、
そ
の
配
置
に
関
し
て
一
度
と
し
て
疑
問
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
繰
り
返
し
解
説
さ
れ
、
展
示
さ
れ
、
そ
し
て
画
集
に
も
掲
載
さ
れ
て
き
た
二
ぎ
。
図
4
1
　
魚
屋
北
渓
画
「
兎
と
烏
の
餅
つ
き
」
（
摺
物
）
一17一
〈
月
の
兎
〉
の
図
像
と
思
考
（
下
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
図38b蛇玉筆「雪夜松兎梅鴉図」　左右隻を逆に配置した場合
ま
ず
こ
の
従
来
の
位
置
関
係
で
各
隻
を
配
置
し
眺
め
て
み
る
と
（
図
3
8
a
）
、
左
右
の
隻
は
両
隻
と
も
に
、
両
端
二
扇
目
か
ら
三
扇
目
の
中
央
部
に
か
け
て
、
梅
や
松
の
太
く
た
く
ま
し
い
幹
の
様
子
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収
め
ら
れ
、
両
隻
を
つ
な
ぐ
中
央
に
は
安
定
し
た
広
や
か
な
空
間
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
木
の
松
や
梅
は
、
こ
の
広
や
か
な
空
間
に
、
枝
先
を
上
方
に
広
げ
た
り
、
あ
る
い
は
下
降
さ
せ
た
り
し
て
い
る
の
だ
が
、
実
は
そ
れ
ぞ
れ
は
互
い
の
枝
を
呼
び
合
う
か
の
よ
う
に
、
視
覚
上
ひ
と
つ
の
対
角
線
上
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
無
意
識
の
う
ち
で
は
な
く
、
画
家
が
安
定
し
た
中
央
の
空
間
を
壊
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
計
算
し
尽
く
し
た
上
で
枝
を
描
き
込
み
、
配
置
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
か
え
っ
て
こ
の
安
定
し
た
構
図
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま
で
次
の
二
つ
の
点
が
問
題
と
し
て
見
落
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
第
一
に
は
、
各
隻
を
改
め
て
独
立
し
た
個
々
の
画
面
と
し
て
眺
め
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
中
の
中
で
大
木
に
向
き
合
う
兎
や
烏
は
、
今
こ
の
瞬
間
に
あ
た
か
も
画
中
に
「
飛
び
込
ん
で
き
た
」
か
の
よ
う
な
、
巧
み
な
動
き
や
方
向
性
が
意
図
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
が
従
来
の
配
置
で
一
双
の
も
の
と
し
て
眺
め
て
み
る
と
、
確
か
に
大
木
の
松
や
梅
は
安
定
し
た
構
図
を
醸
し
て
は
い
る
が
、
画
中
の
外
か
ら
「
飛
び
込
ん
で
き
た
」
は
ず
の
、
兎
や
烏
が
発
し
て
い
た
絶
妙
な
効
果
は
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
後
退
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
各
隻
は
各
々
に
「
兎
」
「
烏
」
と
い
う
個
別
の
花
鳥
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
用
い
、
さ
ら
に
二
個
体
ず
つ
の
配
置
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
各
一
方
が
、
樹
上
に
居
る
も
う
一
方
の
個
体
を
あ
た
か
も
「
目
指
す
」
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
点
を
、
画
家
が
強
く
創
意
と
し
た
こ
と
と
し
て
、
鑑
賞
者
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
見
落
と
さ
れ
て
き
た
第
二
点
め
と
し
て
、
落
款
の
位
置
の
問
題
が
あ
る
。
各
隻
の
落
款
の
位
置
は
、
こ
れ
ま
で
は
右
隻
（
松
に
兎
）
一18一
図38b蛇iミ筆「雪夜松兎梅鴉図」　左右隻を逆に配置した場合
↓
向
か
っ
て
左
か
ら
一
扇
目
上
部
、
左
隻
（
梅
に
鳥
）
↓
向
か
っ
て
右
か
ら
三
扇
目
上
部
と
な
り
、
左
右
の
隻
を
従
来
の
ま
ま
並
べ
て
配
置
す
る
と
、
大
木
が
作
り
出
す
中
央
の
広
や
か
な
空
間
に
、
わ
ざ
わ
ざ
相
ぶ
つ
か
る
よ
う
に
大
書
し
た
か
の
よ
う
な
形
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
で
画
家
が
作
品
に
署
名
す
る
例
が
、
日
本
絵
画
に
お
い
て
他
に
無
い
訳
で
も
な
い
が
、
伝
統
的
に
日
本
の
屏
風
絵
に
お
い
て
署
名
は
、
左
右
各
隻
の
一
番
左
隅
（
ま
た
右
隅
）
に
、
書
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、
両
隻
の
中
央
部
分
に
揃
え
る
よ
う
に
、
画
家
が
落
款
を
意
図
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
全
体
の
構
図
上
に
お
い
て
も
、
相
当
に
計
算
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
先
に
も
見
た
よ
う
に
、
兎
や
烏
の
動
き
や
方
向
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
含
め
、
両
隻
の
中
央
部
に
作
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
広
や
か
な
空
間
は
、
と
く
に
右
隻
の
落
款
に
よ
っ
て
、
鑑
賞
者
の
視
覚
を
微
妙
に
遮
っ
て
い
る
。
両
隻
を
つ
な
ぐ
安
定
し
た
構
図
の
中
で
、
か
え
っ
て
主
題
の
魅
力
を
後
退
さ
せ
て
し
ま
う
こ
の
様
な
構
成
を
取
る
こ
と
は
、
決
し
て
画
家
の
本
意
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
私
た
ち
は
こ
こ
で
、
広
く
東
ア
ジ
ア
世
界
で
守
ら
れ
て
き
た
「
日
月
」
意
匠
の
約
束
事
　
　
す
な
わ
ち
「
右
－
日
輪
」
「
左
－
月
輪
」
と
い
う
あ
の
鉄
則
を
、
改
め
て
思
い
出
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
「
日
月
山
水
図
」
あ
る
い
は
「
日
月
花
鳥
図
」
屏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
つ
風
で
も
こ
の
鉄
則
は
、
「
右
隻
－
日
」
「
左
隻
－
月
」
を
表
す
も
の
と
し
て
固
く
守
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
蛇
玉
の
描
い
た
こ
の
文
字
通
り
の
「
日
月
花
鳥
図
」
屏
風
も
ま
た
、
右
隻
に
は
「
日
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ヒ
よ
く
と
を
表
す
烏
を
、
そ
し
て
左
隻
に
は
「
月
」
を
表
す
〈
玉
兎
〉
の
兎
を
、
明
ら
か
に
配
置
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
鉄
則
に
則
っ
て
隻
を
図
3
8
b
の
如
く
並
べ
変
え
て
見
れ
ば
、
先
の
二
つ
の
問
題
点
も
ま
た
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
、
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
木
を
登
る
兎
」
の
神
話
性
一19一
〈
月
の
兎
〉
の
図
像
と
思
考
（
下
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
　
で
は
こ
れ
で
、
こ
の
作
品
に
関
す
る
全
て
の
謎
が
解
き
明
か
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
　
　
い
や
、
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
蛇
玉
は
、
自
ら
が
学
ん
だ
沈
南
頻
流
に
帰
す
る
「
樹
下
の
兎
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
を
、
南
菰
流
の
描
法
も
応
用
し
描
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
は
、
南
頭
流
に
は
発
見
さ
れ
な
い
「
木
を
登
る
兎
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
を
こ
こ
に
描
き
込
ん
で
い
る
。
現
実
離
れ
し
た
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
単
に
蛇
玉
と
い
う
画
家
の
思
い
つ
き
で
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
評
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
木
に
登
る
兎
は
本
当
に
「
夢
遊
病
」
な
の
だ
ろ
う
か
　
　
。
　
こ
こ
で
私
は
あ
る
時
偶
然
に
、
次
の
よ
う
な
作
品
と
蛇
玉
画
と
の
、
不
思
議
な
一
致
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
作
品
と
は
、
時
代
を
遡
っ
て
室
町
時
代
、
天
文
元
（
一
五
二
二
）
年
、
時
の
将
軍
足
利
義
晴
（
一
五
一
一
～
五
〇
）
が
近
江
国
（
現
在
の
　
　
　
　
が
も
う
の
　
　
　
く
わ
の
み
で
ら
滋
賀
県
）
蒲
生
野
の
桑
実
寺
に
奉
納
し
た
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
（
二
巻
）
で
あ
る
。
　
本
絵
巻
は
、
当
時
京
を
追
わ
れ
桑
実
寺
に
逗
留
し
て
い
た
足
利
義
晴
が
発
願
し
、
三
条
西
実
隆
に
よ
っ
て
既
存
の
縁
起
文
を
も
と
に
絵
物
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
も
ち
た
め
の
仮
名
絵
詞
が
編
ま
れ
、
画
を
土
佐
光
茂
が
担
当
し
作
成
さ
れ
た
。
近
年
こ
の
絵
巻
作
成
に
関
し
て
は
、
興
味
深
い
新
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
作
品
中
に
多
数
見
ら
れ
る
、
そ
れ
ま
で
の
や
ま
と
絵
に
は
無
い
視
覚
に
よ
る
景
観
表
現
は
、
こ
の
作
品
が
何
よ
り
も
、
発
願
者
図42　「桑実寺縁起絵巻」上巻第一段（第一図）そそり立つ巨大な桑の木
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み
や
こ
で
あ
る
将
軍
義
晴
が
当
時
京
を
追
わ
れ
て
い
た
と
い
う
、
特
別
な
社
会
的
状
況
が
強
く
反
映
し
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
5
6
）
。
し
か
し
本
論
で
は
、
絵
巻
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
細
か
い
論
議
を
、
こ
こ
で
展
開
し
よ
う
と
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
私
が
興
味
深
く
思
う
の
は
、
上
下
二
巻
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
の
絵
巻
の
上
巻
　
　
し
か
も
そ
の
冒
頭
部
分
を
飾
る
画
の
構
成
で
あ
る
（
図
4
2
）
。
何
と
そ
こ
に
は
、
枝
葉
を
伝
い
大
木
に
登
る
兎
の
姿
と
、
そ
の
木
に
今
ま
さ
に
飛
来
せ
ん
と
す
る
一
羽
の
鳥
が
確
か
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
蛇
玉
画
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
の
こ
の
驚
く
べ
き
奇
妙
な
一
致
は
、
　
一
体
何
を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
ま
ず
簡
単
に
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
上
下
巻
全
体
の
内
容
の
あ
ら
す
じ
を
見
て
お
こ
う
。
「
桑
実
寺
縁
起
」
は
（
現
在
の
滋
賀
県
蒲
生
郡
安
土
　
　
　
き
ぬ
が
さ
や
ま
町
の
）
緻
　
山
（
観
音
寺
山
）
山
腹
に
建
立
さ
れ
た
桑
実
寺
と
、
そ
の
本
尊
で
あ
る
薬
師
如
来
の
霊
験
を
、
上
下
二
巻
に
わ
た
っ
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
地
開
關
の
昔
、
海
上
に
一
株
の
桑
の
巨
木
が
生
え
、
そ
の
実
が
落
ち
て
山
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
今
の
桑
実
山
で
あ
る
。
の
ち
天
智
天
皇
の
御
代
、
志
賀
の
都
に
種
々
の
病
気
が
蔓
延
し
、
天
皇
の
第
四
皇
女
あ
べ
の
阿
閑
皇
女
も
重
い
病
に
罹
っ
て
し
ま
う
。
あ
る
夜
の
こ
と
、
姫
は
琵
琶
湖
の
湖
上
に
瑠
璃
光
輝
く
夢
を
見
た
。
す
る
と
粟
津
の
湖
岸
か
な
た
の
水
面
が
光
り
輝
き
、
湖
中
か
ら
薬
師
如
来
が
現
れ
る
。
光
は
姫
の
病
床
に
さ
し
込
み
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
そ
の
病
は
平
癒
し
た
。
そ
こ
で
天
皇
は
こ
の
薬
師
如
来
を
本
尊
に
桑
実
寺
を
建
立
す
る
。
こ
れ
が
桑
実
寺
の
お
こ
り
で
、
こ
の
後
、
元
明
天
皇
も
こ
の
寺
を
参
詣
し
、
本
尊
薬
師
如
来
の
霊
験
は
あ
ま
ね
く
都
に
聞
こ
え
、
人
々
は
尊
崇
の
念
を
深
く
し
た
（
彰
。
　
本
論
に
お
い
て
注
目
す
る
上
巻
巻
頭
の
第
一
段
の
詞
書
は
、
後
奈
良
天
皇
の
農
筆
で
あ
る
。
原
文
の
一
部
を
釈
文
と
し
て
次
に
引
用
し
て
み
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ん
し
ょ
う
　
江
州
桑
実
寺
は
日
本
国
の
最
初
、
扶
桑
朝
の
濫
膓
な
り
。
元
気
既
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ロ
つ
と
ロ
つ
に
別
れ
て
、
澄
め
る
物
は
天
と
成
り
、
濁
れ
る
物
は
地
と
な
る
。
浴
々
た
る
海
上
に
一
株
の
桑
木
生
出
た
り
。
梢
は
九
山
を
覆
ひ
、
根
は
八
海
に
わ
だ
か
ま
れ
り
。
此
木
三
の
菓
を
む
す
ぶ
。
一
は
金
烏
と
変
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
く
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
り
て
、
木
の
頂
を
飛
び
巡
る
。
一
は
、
玉
兎
と
化
し
て
、
枝
の
辺
に
遊
び
伝
ふ
。
こ
れ
則
ち
、
四
天
下
を
照
ら
す
日
光
・
月
光
の
垂
跡
な
り
。
一
は
、
地
に
落
ち
て
山
と
な
る
。
今
の
桑
実
山
こ
れ
な
り
。
そ
の
形
八
葉
に
し
て
、
そ
の
色
紅
紫
と
交
ふ
。
あ
た
か
も
天
蓋
の
如
し
、
故
き
ぬ
が
さ
や
ま
に
緻
山
と
名
付
く
…
　
縁
起
そ
の
も
の
の
冒
頭
で
あ
る
こ
の
部
分
に
お
い
て
は
、
桑
実
寺
の
縁
起
が
語
ら
れ
る
。
「
江
州
（
近
江
国
）
桑
実
寺
の
起
こ
り
は
、
昔
、
海
一21一
〈
月
の
兎
〉
の
図
像
と
思
考
（
下
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
上
に
生
え
た
一
株
の
桑
の
木
が
、
梢
は
九
山
を
覆
い
、
八
海
に
わ
た
る
ほ
ど
の
根
を
張
る
巨
木
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
木
は
三
粒
の
実
を
結
ん
だ
。
そ
の
三
つ
の
う
ち
一
つ
は
金
烏
と
な
り
木
の
頂
を
飛
び
め
ぐ
り
、
も
う
一
つ
は
玉
兎
と
化
し
て
、
枝
の
辺
を
遊
び
伝
っ
た
。
こ
れ
は
則
ち
、
日
光
・
月
光
菩
薩
の
垂
　
（
衆
生
を
救
う
た
め
に
生
ま
れ
か
わ
っ
て
こ
の
世
に
現
れ
る
こ
と
）
な
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
実
は
地
に
落
ち
て
山
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
桑
実
山
で
あ
る
。
そ
の
八
葉
の
形
と
紅
紫
を
こ
き
混
ぜ
た
色
合
い
は
、
あ
た
か
も
天
蓋
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
　
　
　
　
キ
　
ち
ぬ
が
リ
コ
　
や
ま
で
、
ゆ
え
に
纈
山
と
名
付
け
ら
れ
た
。
」
　
何
と
も
幻
想
的
で
、
印
象
的
な
導
入
部
分
で
あ
る
。
こ
の
詞
書
と
対
応
す
る
第
一
図
め
（
図
4
2
）
で
は
、
ま
さ
に
そ
の
幻
想
的
な
場
面
が
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
豊
か
な
緑
青
や
群
青
の
色
で
も
っ
て
表
現
さ
れ
た
、
海
の
水
や
重
な
り
合
う
山
並
。
そ
の
中
央
に
、
幾
重
も
の
金
泥
と
群
青
の
霞
の
空
を
つ
き
抜
け
て
描
か
れ
た
桑
の
大
樹
。
そ
の
高
き
梢
を
め
ざ
し
て
、
文
字
通
り
金
彩
の
「
金
烏
」
が
晴
や
か
に
飛
び
（
図
4
3
）
、
桑
の
高
い
枝
先
に
は
、
胡
粉
の
白
色
が
美
し
い
「
玉
兎
」
が
、
金
泥
の
霞
を
背
景
に
小
さ
く
も
、
け
れ
ど
も
明
瞭
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
（
図
4
4
）
。
　
画
面
は
一
見
、
詞
書
の
単
な
る
視
覚
的
説
明
に
す
ぎ
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
詞
書
の
内
容
か
ら
、
図
像
全
体
を
〈
象
徴
〉
と
し
て
読
み
解
け
ば
、
烏
や
兎
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
「
日
光
・
月
光
菩
薩
の
化
身
」
な
の
で
あ
り
、
ま
ず
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
よ
っ
て
、
こ
の
物
語
全
図43　「桑実寺縁起絵巻」tl巻第・段（第一図・部分）金烏
一22一
図
4
4
　
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
上
巻
第
一
段
（
第
一
図
・
部
分
）
玉
兎
体
の
神
話
性
が
表
象
さ
れ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
そ
び
え
立
ち
遙
か
な
山
々
ま
で
も
覆
う
ほ
ど
の
巨
木
と
し
て
描
か
れ
た
桑
の
木
は
、
後
に
こ
の
物
語
で
展
開
さ
れ
る
薬
師
如
来
の
霊
験
と
い
う
、
こ
の
山
の
本
尊
の
確
か
な
顕
現
を
予
感
さ
せ
る
。
そ
の
重
要
な
依
代
と
し
て
こ
こ
で
は
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
　
ノ
ア
キ
ペ
ル
　
さ
て
「
日
光
・
月
光
菩
薩
の
垂
　
」
と
い
う
文
脈
に
も
と
つ
く
こ
の
「
烏
と
兎
」
の
図
像
　
　
桑
の
大
樹
を
中
央
に
据
え
る
形
で
、
こ
こ
で
も
右
－
日
、
左
－
月
の
位
置
関
係
の
鉄
則
が
守
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
木
の
梢
を
目
指
し
飛
来
す
る
「
烏
」
や
、
枝
葉
を
遊
び
伝
う
「
兎
」
の
姿
が
、
蛇
玉
画
の
そ
れ
と
オ
ー
バ
ー
・
ラ
ッ
プ
し
て
ゆ
く
こ
と
に
、
異
論
を
説
え
る
読
者
は
ま
ず
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
時
空
を
超
え
て
各
々
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に
お
い
て
「
傑
作
」
と
さ
れ
て
き
た
二
点
だ
が
、
そ
れ
で
は
二
つ
の
作
品
を
結
ぶ
接
点
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
　
　
。
　
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
が
土
佐
光
茂
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
足
利
義
晴
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
の
は
↓
五
二
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
時
代
的
に
先
行
（
二
五
〇
年
前
）
す
る
室
町
時
代
の
絵
巻
を
、
江
戸
時
代
の
葛
蛇
玉
が
何
ら
か
に
見
る
（
あ
る
い
は
物
語
を
知
る
）
機
会
を
得
て
、
あ
の
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
屏
風
」
を
描
い
た
　
　
と
推
量
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
で
は
、
実
際
に
蛇
玉
は
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
を
本
当
に
目
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
　
　
。
結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
残
念
な
が
ら
そ
の
確
か
な
裏
付
け
は
何
ひ
と
つ
無
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
絵
画
史
上
に
お
い
て
「
金
烏
・
玉
兎
」
の
図
像
を
、
あ
の
よ
う
な
形
で
構
成
し
、
圧
倒
的
な
印
象
で
も
っ
て
鑑
賞
者
の
目
を
奪
う
画
面
と
し
た
作
品
は
、
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
を
最
初
と
し
て
、
他
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
金
烏
玉
兎
は
、
日
光
・
月
光
菩
薩
の
垂
　
」
と
い
う
、
〈
縁
起
〉
と
し
て
の
文
学
テ
キ
ス
ト
も
、
他
に
類
例
を
見
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
美
術
史
的
に
も
文
学
的
に
も
、
他
に
こ
の
物
語
の
類
型
の
作
品
が
見
出
さ
れ
な
い
現
状
で
は
、
や
は
り
蛇
玉
が
あ
の
屏
風
を
描
く
に
あ
た
っ
て
は
、
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
か
ら
何
ら
か
に
想
を
得
て
い
た
可
能
性
を
私
た
ち
は
完
全
に
捨
て
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
う
一
度
、
私
た
ち
は
蛇
玉
画
の
世
界
へ
と
一23一
〈
月
の
兎
〉
の
図
像
と
思
考
（
下
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
舞
い
戻
ろ
う
。
〈
寄
合
〉
の
思
考
と
花
鳥
　
ま
ず
画
面
全
体
を
圧
倒
的
に
覆
う
「
雪
」
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
『
連
珠
合
壁
集
』
で
「
雪
」
の
項
目
を
開
い
て
み
る
と
、
「
雪
ト
ア
ラ
バ
」
と
し
て
寄
合
に
は
、
　
蛇
玉
の
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
屏
風
」
に
描
か
れ
た
素
材
は
、
ま
さ
に
こ
の
題
名
に
示
さ
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
以
上
に
他
の
も
の
は
無
く
、
実
に
シ
ン
プ
ル
な
構
成
で
あ
る
。
が
、
改
め
て
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
「
日
月
」
の
意
と
な
る
「
烏
と
兎
」
と
い
う
結
び
付
き
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
に
は
「
松
」
や
「
梅
」
、
そ
し
て
「
雪
」
や
「
闇
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
ど
う
し
て
一
つ
の
作
品
中
に
取
り
合
わ
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
ー
先
に
南
顔
流
の
兎
図
の
例
を
取
り
上
げ
た
が
、
蛇
玉
画
の
問
題
は
、
南
顔
流
の
花
鳥
画
の
構
成
パ
タ
ー
ン
で
は
全
て
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
花
鳥
の
素
材
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
テ
キ
ス
ト
取
り
合
わ
す
た
め
に
働
い
た
思
考
は
、
何
か
別
の
文
脈
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
試
み
に
、
連
歌
に
お
け
る
寄
合
（
縁
語
）
の
思
考
方
法
を
用
い
て
み
よ
う
。
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
中
世
以
来
日
本
の
花
鳥
画
で
は
、
「
定
家
詠
十
二
ヶ
月
花
鳥
」
の
取
り
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン
が
四
季
を
表
す
方
法
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
き
た
の
と
同
様
に
、
連
歌
に
お
け
る
寄
合
の
思
考
方
法
に
も
と
つ
く
花
鳥
の
取
り
合
わ
せ
も
、
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
き
た
形
跡
が
あ
る
（
馨
。
　
「
ふ
る
。
つ
も
る
。
ふ
か
き
。
あ
さ
き
。
白
。
（
…
）
浪
。
↑
・
）
崩
。
ふ
し
。
こ
し
ち
の
山
。
友
待
。
（
…
）
榔
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
波
線
引
用
者
、
花
。
梅
。
以
下
同
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
梅
」
や
「
松
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
兎
」
の
存
在
で
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
「
月
」
と
も
含
め
、
「
雪
」
ひ
と
つ
を
媒
体
と
し
て
多
く
を
取
り
合
わ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
本
論
で
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
「
兎
ト
ア
ラ
バ
」
と
し
て
「
雪
野
」
の
こ
と
ば
が
、
ま
た
「
月
」
の
寄
合
と
し
て
も
「
雪
」
の
こ
と
ば
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
月
」
は
「
梅
」
の
寄
合
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
＼
ー
＼
2
梅
・
月
・
松
ー
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
（
↓
は
寄
合
の
関
係
を
示
す
）
　
　
　
　
兎
ー
雪
野
　
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
雪
」
を
中
心
と
し
て
は
、
蛇
玉
画
の
中
で
は
「
烏
」
を
除
い
て
は
全
て
取
り
合
わ
す
一勿一
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
で
は
「
烏
」
の
寄
合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
珠
合
壁
集
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
「
烏
と
ア
ラ
バ
。
（
朝
烏
。
夜
烏
。
〔
深
山
〕
。
月
よ
〔
月
夜
〕
。
や
も
め
。
市
。
　
わ
ら
ふ
。
つ
く
れ
る
小
田
。
」
『
連
友
烏
。
山
か
ら
す
）
み
や
ま
森
。
う
か
れ
。
か
し
ら
白
。
　
こ
れ
ら
の
寄
合
の
語
の
中
で
、
蛇
玉
画
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
ま
ず
興
味
深
い
の
が
「
か
し
ら
白
」
で
あ
る
。
こ
の
語
の
詳
し
い
意
味
は
定
か
で
は
な
い
が
、
蛇
玉
画
の
烏
を
よ
く
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
二
羽
と
も
に
わ
ざ
わ
ざ
頭
の
一
部
を
白
く
描
い
て
い
る
。
日
本
に
棲
息
す
る
現
実
の
カ
ラ
ス
科
の
鳥
類
に
は
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
た
種
類
が
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
だ
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
体
全
体
の
形
態
は
間
違
い
な
く
「
烏
」
と
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
こ
の
画
に
お
い
て
頭
の
一
部
を
白
く
描
写
し
た
の
は
、
や
は
り
蛇
玉
が
何
ら
か
に
、
連
歌
的
寄
合
を
意
識
し
た
結
果
な
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
〈
雪
の
夜
〉
の
意
味
　
さ
て
、
以
上
こ
こ
ま
で
で
、
蛇
玉
画
の
か
な
り
の
素
材
が
寄
合
の
思
考
に
よ
り
、
絵
画
と
し
て
一
画
面
中
に
お
い
て
取
り
合
わ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
し
か
し
決
定
的
と
も
言
え
る
大
き
な
疑
問
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
素
材
を
、
全
て
ひ
と
つ
の
世
界
の
中
に
包
み
込
む
か
の
よ
う
に
こ
こ
に
広
が
り
、
魅
惑
的
に
、
見
る
者
の
視
覚
を
圧
倒
的
に
奪
う
主
題
　
　
　
〈
雪
の
夜
〉
と
い
う
絶
対
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
画
家
は
い
か
な
る
意
図
を
も
っ
て
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
ー
。
　
『
連
珠
合
壁
集
』
を
端
か
ら
眺
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
項
目
で
目
が
と
ま
っ
た
。
「
山
か
け
と
ア
ラ
ハ
。
（
片
山
か
け
。
深
山
か
け
と
も
い
ふ
）
。
雪
の
夜
（
故
事
。
友
を
尋
る
事
也
）
。
友
を
尋
る
（
同
）
。
（
以
下
略
）
」
　
「
山
か
け
〔
山
陰
〕
」
と
は
、
山
の
谷
あ
い
の
深
く
見
え
に
く
い
部
分
を
指
す
こ
と
ば
で
あ
る
。
そ
し
て
別
称
と
し
て
「
深
山
か
け
」
と
も
言
う
と
、
『
連
珠
合
壁
集
』
に
は
あ
る
。
先
の
「
烏
」
の
寄
合
語
の
最
初
に
「
深
山
」
の
こ
と
ば
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
「
深
山
」
も
ま
た
奥
深
い
山
を
意
味
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
つ
ま
り
蛇
玉
画
に
お
け
る
「
雪
の
夜
」
は
、
ひ
と
つ
の
有
力
な
仮
説
と
し
て
、
「
烏
」
か
ら
直
接
的
に
導
か
れ
て
く
る
「
奥
深
い
山
」
と
い
う
あ
る
〈
場
〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
介
在
と
し
て
、
創
作
者
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
の
で
あ
る
。
　
し
か
も
興
味
深
い
こ
と
に
「
雪
の
夜
」
と
は
、
視
覚
的
に
そ
の
よ
う
一一 Q5一
〈
月
の
兎
〉
の
図
像
と
思
考
（
下
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
に
想
像
さ
れ
る
そ
の
場
の
状
況
だ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
『
連
珠
合
壁
集
』
で
は
、
「
雪
の
夜
」
と
は
な
に
が
し
か
の
〈
故
事
〉
に
も
と
づ
き
、
「
友
を
尋
ね
る
」
事
を
意
味
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
〈
故
事
〉
と
は
何
か
ー
そ
の
原
典
を
知
る
確
か
な
手
掛
か
り
が
実
は
な
か
な
か
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
仮
に
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』
　
　
セ
ッ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ツ
ヤ
タ
イ
ヲ
ト
フ
で
「
雪
夜
」
を
引
い
て
み
る
と
「
雪
夜
訪
載
」
と
い
う
故
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
解
説
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
キ
　
「
晋
の
王
徽
之
が
、
雪
の
初
め
て
も
た
ら
さ
れ
た
夜
、
載
蓬
を
訪
ね
た
　
故
事
。
〔
脅
書
、
王
徽
之
傳
〕
嘗
居
二
山
陰
一
、
夜
雪
初
露
、
月
色
清
　
　
　
　
　
コ
ウ
ゼ
ン
　
朗
、
四
望
皓
然
、
濁
酌
レ
酒
詠
二
左
思
招
隠
詩
一
、
忽
憶
二
戴
蓬
一
、
逡
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
　
在
レ
剣
便
夜
乗
二
小
船
一
詣
レ
之
、
経
宿
方
至
、
造
レ
門
不
レ
前
而
反
。
（
嘗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
　
　
　
　
　
も
た
ら
さ
　
　
　
　
　
ゲ
ン
シ
ョ
ク
セ
イ
ロ
ウ
　
テ
山
陰
二
居
リ
シ
ト
キ
、
夜
二
雪
初
メ
テ
舞
レ
ル
。
月
色
清
朗
、
四
　
　
コ
ウ
ゼ
ン
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ま
ち
タ
イ
キ
　
望
皓
然
。
濁
リ
酒
ヲ
酌
ミ
左
思
招
隠
ノ
詩
ヲ
詠
ズ
。
忽
、
戴
蓬
ヲ
憶
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
　
フ
。
蓬
ハ
時
二
刻
〔
漸
江
省
の
県
名
〕
二
在
リ
。
便
チ
小
船
二
夜
乗
　
　
こ
れ
　
　
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
　
　
　
　
ス
ス
　
　
　
　
　
　
　
カ
エ
　
シ
之
二
詣
ル
。
経
宿
方
至
、
　
門
二
造
レ
バ
前
マ
ズ
シ
テ
反
ル
。
）
〔
精
　
註
雅
俗
故
事
讃
本
、
上
、
朋
友
賓
主
〕
王
子
猷
雪
夜
而
訪
蓬
蓼
。
」
　
さ
て
、
王
徽
之
と
い
う
人
物
が
「
山
陰
」
に
居
た
こ
と
な
ど
、
先
の
引
用
文
の
内
容
か
ら
、
「
雪
の
夜
」
の
原
典
と
し
て
『
連
珠
合
壁
集
』
が
示
す
故
事
は
、
ほ
ほ
こ
れ
に
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
私
た
ち
は
さ
ら
に
こ
こ
で
、
蛇
玉
が
描
く
「
雪
夜
」
の
世
界
が
、
こ
の
故
事
そ
の
も
の
と
も
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
雪
の
夜
」
と
は
す
な
わ
ち
そ
れ
自
体
が
「
友
を
尋
ね
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
『
連
珠
合
壁
集
』
に
は
あ
る
。
「
友
を
尋
ね
る
」
何
と
ど
う
だ
ろ
う
。
蛇
玉
が
描
く
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
屏
風
」
の
世
界
で
は
、
雪
降
る
情
景
の
中
で
、
高
き
梅
の
木
の
梢
に
と
ま
る
一
羽
の
烏
を
め
ざ
し
て
、
あ
る
い
は
太
き
松
の
幹
を
し
っ
か
り
と
よ
じ
登
る
一
羽
の
兎
に
呼
び
か
け
る
よ
う
に
、
も
う
一
方
の
烏
や
兎
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
友
」
を
「
訪
う
」
か
の
よ
う
に
、
ま
っ
す
ぐ
に
彼
ら
を
目
指
し
て
画
の
中
へ
と
、
あ
た
か
も
飛
び
込
ん
で
き
た
か
の
よ
う
な
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
ー
。
鳥
と
兎
と
い
う
こ
の
画
の
最
重
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ア
ン
ス
要
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
、
こ
こ
で
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
「
表
情
」
が
、
画
家
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
ま
っ
た
く
の
偶
然
な
も
の
で
あ
る
と
は
、
「
雪
の
夜
」
の
故
事
や
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
「
友
を
尋
ね
る
」
と
い
う
寄
合
の
こ
と
ば
を
知
る
ほ
ど
に
、
到
底
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
く
る
。
　
す
る
と
、
こ
の
画
に
示
さ
れ
て
い
る
次
に
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
友
」
で
あ
る
と
見
え
て
く
る
。
「
友
」
は
も
と
も
と
「
月
」
の
寄
合
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
ま
つ
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
「
雪
」
に
お
い
て
も
「
友
待
」
と
し
て
寄
合
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
連
珠
合
壁
集
』
を
見
て
ゆ
く
と
「
友
」
そ
の
も
の
が
寄
合
と
し
て
「
花
。
月
。
雪
。
老
。
鏡
。
つ
る
。
昔
語
。
山
か
け
」
な
ど
の
言
葉
を
あ
げ
て
お
り
、
「
友
」
と
「
月
」
や
「
雪
」
は
、
互
い
に
連
想
的
イ
メ
ー
ジ
を
呼
び
合
う
重
要
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
「
昔
語
（
い
に
し
へ
が
た
り
）
」
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
え
　
　
　
か
た
り
う
こ
と
ば
の
存
在
で
あ
る
。
「
昔
語
」
と
は
「
昔
」
と
「
語
」
と
い
う
二
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
え
の
名
詞
が
結
び
つ
い
た
単
語
で
あ
る
が
、
「
昔
」
と
は
「
長
い
年
月
を
経
一26一
た
以
前
の
こ
と
」
を
指
す
。
一
方
「
雪
」
の
寄
合
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
い
る
こ
と
ば
の
う
ち
、
「
ふ
る
」
は
こ
れ
を
漢
字
に
表
記
す
る
と
「
降
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
ふ
る
鳳
と
な
る
が
、
こ
れ
と
同
音
異
義
の
表
記
と
し
て
は
、
「
振
る
」
「
旧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
旧
る
」
と
は
、
「
昔
の
も
の
と
な
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
「
雪
」
の
寄
合
の
う
ち
「
つ
も
る
」
の
語
は
、
「
日
数
が
重
な
る
」
と
か
「
時
が
経
過
す
る
」
こ
と
を
意
味
し
、
「
昔
」
と
同
様
に
や
は
り
「
年
月
が
経
つ
」
こ
と
を
示
す
。
　
つ
ま
り
蛇
玉
画
の
画
面
か
ら
も
読
み
取
れ
る
「
友
」
や
、
雪
の
「
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
る
」
（
あ
る
い
は
「
つ
も
る
」
）
様
か
ら
は
、
こ
こ
に
は
何
ら
か
に
「
年
月
を
経
た
過
去
の
時
間
」
　
　
す
な
わ
ち
「
昔
」
の
存
在
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
さ
ら
に
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
私
た
ち
は
こ
こ
で
、
そ
れ
が
決
定
的
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
今
さ
ら
の
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
と
発
見
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
烏
と
兎
」
は
「
烏
兎
」
な
の
で
　
　
　
う
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
つ
げ
つ
あ
る
。
「
烏
兎
」
と
い
う
成
語
は
「
日
月
」
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
「
歳
月
」
と
か
「
年
月
」
「
月
日
」
を
も
意
味
す
る
。
そ
し
て
「
烏
兎
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ひ
　
と
そ
う
を
使
っ
た
他
の
成
句
に
「
烏
飛
兎
走
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
「
歳
月
が
ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
去
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
が
、
改
め
て
振
り
返
っ
て
蛇
玉
が
描
く
と
こ
ろ
の
烏
や
兎
は
、
ま
さ
に
「
烏
飛
兎
走
」
の
情
景
に
あ
る
（
6
D
）
。
　
つ
ま
り
　
　
画
面
全
体
に
満
ち
「
降
り
」
続
け
る
雪
は
、
お
そ
ら
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
へ
画
家
に
と
っ
て
は
「
友
」
を
想
い
な
つ
か
し
み
、
「
昔
」
に
自
ら
を
誘
っ
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
雪
の
夜
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
へ
か
た
り
い
う
故
事
に
も
と
つ
く
、
ひ
と
つ
の
「
昔
　
語
」
の
世
界
に
も
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
「
烏
飛
兎
走
」
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
「
過
ぎ
去
り
し
過
去
」
の
記
憶
と
は
、
ほ
か
で
も
な
い
作
者
自
身
の
も
の
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
記
憶
が
た
だ
ひ
と
筋
に
「
友
を
尋
ね
る
」
思
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
画
は
強
く
語
り
か
け
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。　
で
は
そ
の
「
過
ぎ
去
り
し
過
去
」
の
記
憶
　
　
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
何
か
の
「
思
い
出
」
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
が
ー
具
体
的
に
は
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
残
念
な
が
ら
画
中
か
ら
は
、
こ
れ
以
上
の
事
を
知
る
形
象
と
し
て
の
手
掛
か
り
は
な
い
。
た
だ
、
も
し
も
こ
こ
に
画
家
自
身
の
「
思
い
出
」
が
本
当
に
描
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
寄
合
の
思
考
を
も
っ
て
作
り
手
の
心
に
浮
か
ん
だ
こ
と
ば
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
お
も
い
で
「
思
出
と
ア
ラ
バ
。
月
。
花
。
昔
（
い
に
し
へ
）
。
夢
。
老
そ
の
森
。
」
　
『
連
珠
合
壁
集
』
の
こ
の
項
目
を
繕
い
た
瞬
間
、
私
は
息
を
飲
み
、
そ
し
て
標
然
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
に
示
さ
れ
る
最
後
の
こ
と
ば
ー
「
老
そ
の
森
（
老
蘇
の
森
）
」
と
は
、
万
葉
時
代
よ
り
人
々
に
歌
枕
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
も
う
　
の
て
詠
ま
れ
て
き
た
、
琵
琶
湖
東
岸
の
蒲
生
野
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
名
所
と
　
　
　
　
　
　
お
い
そ
し
て
知
ら
れ
る
奥
石
神
社
の
森
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
は
他
で
も
な
く
一27一
〈
月
の
兎
〉
の
図
像
と
思
考
（
下
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
あ
の
緻
山
こ
と
桑
実
山
の
す
ぐ
南
の
麓
、
そ
の
山
の
足
元
に
広
が
る
地
の
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
蛇
玉
の
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
屏
風
」
と
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
と
の
不
思
議
な
類
縁
性
　
　
そ
し
て
そ
の
桑
実
山
に
ゆ
か
り
の
深
い
「
老
蘇
の
森
」
　
　
。
「
湖
東
」
と
呼
ば
れ
る
近
図
4
5
　
葛
蛇
玉
筆
　
勲
L
♪
人
瞬
　
毒
r
琢
　
　
　
繋
．
温
醤
「
鯉
魚
図
」
　
滋
賀
県
　
曹
源
寺
蔵
江
の
こ
の
あ
た
り
の
地
域
と
葛
蛇
玉
と
の
関
係
が
、
あ
ら
た
な
謎
と
し
て
こ
こ
で
急
速
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
唯
一
興
味
深
い
事
実
と
し
て
、
わ
ず
か
四
点
の
み
伝
存
す
る
蛇
玉
画
の
ひ
と
つ
「
鯉
図
」
三
幅
対
（
図
4
5
）
が
、
や
は
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
え
　
ら
く
ん
近
江
の
湖
東
地
域
の
ひ
と
つ
愛
知
郡
愛
東
町
・
曹
源
寺
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
お
こ
う
。
こ
の
あ
た
り
の
地
域
は
緻
山
の
南
東
の
方
向
に
位
置
す
る
が
、
撤
山
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
も
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
範
囲
に
入
り
、
き
わ
め
て
近
距
離
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
周
辺
的
事
実
か
ら
、
推
察
さ
れ
得
る
状
況
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
　
　
大
阪
画
壇
で
活
躍
し
て
い
た
蛇
玉
で
は
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
頃
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
近
江
の
「
湖
東
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
を
め
ぐ
り
、
「
鯉
図
」
三
幅
対
の
よ
う
な
作
品
を
残
し
た
。
も
し
蛇
玉
が
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
の
存
在
を
知
り
、
そ
の
内
容
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
ま
さ
に
こ
の
「
湖
東
」
を
め
ぐ
る
旅
の
途
次
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
屏
風
」
の
伝
承
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
屏
風
絵
そ
の
も
の
が
、
撤
山
や
桑
実
寺
と
全
く
無
関
係
な
地
域
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
無
い
、
と
い
う
新
た
な
仮
説
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
以
上
の
推
察
は
、
す
べ
て
闇
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
蛇
玉
が
描
い
た
鳥
と
兎
の
、
文
字
通
り
の
く
日
月
花
鳥
図
V
は
、
私
一29一
た
ち
の
目
に
直
接
映
じ
る
世
界
以
上
の
も
の
を
、
驚
く
ほ
ど
に
雄
弁
に
語
り
か
け
て
く
れ
て
い
た
。
例
え
ば
そ
れ
は
、
「
桑
実
寺
縁
起
」
と
い
う
絵
巻
作
品
の
存
在
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
ひ
と
つ
の
説
話
世
界
と
完
全
に
重
な
り
、
ま
た
他
方
で
は
〈
連
歌
に
お
け
る
寄
合
〉
と
い
う
思
考
方
法
に
よ
っ
て
「
友
を
尋
ね
る
」
と
い
う
あ
る
故
事
に
行
き
当
た
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
視
点
か
ら
眺
め
、
そ
し
て
導
き
出
さ
れ
た
コ
ノ
テ
　
ン
ヨ
ン
含
意
は
、
鑑
賞
者
に
対
し
、
こ
こ
に
複
数
の
解
釈
枠
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
双
方
に
は
、
共
通
し
て
い
る
不
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。
i
そ
れ
は
「
烏
兎
」
と
い
う
「
日
月
」
の
象
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
不
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
手
掛
か
り
と
す
る
と
、
最
終
的
に
は
「
老
蘇
の
森
」
と
い
う
、
何
と
桑
実
寺
に
も
縁
の
深
い
、
ひ
と
つ
の
ト
ポ
ス
が
立
ち
現
れ
る
と
い
う
不
思
議
が
あ
る
。
　
先
に
も
あ
げ
た
島
尾
新
氏
の
説
に
拠
れ
ば
、
〈
日
月
花
鳥
図
〉
の
世
界
は
、
基
本
的
に
吉
祥
世
界
を
象
徴
す
る
〈
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
〉
と
し
て
機
能
す
る
。
そ
し
て
そ
の
吉
祥
を
鍵
と
す
る
様
々
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
が
〈
日
月
花
鳥
図
〉
で
は
「
錯
綜
し
た
状
態
」
で
表
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
文
字
通
り
の
〈
日
月
花
鳥
図
〉
で
あ
る
蛇
玉
の
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
屏
風
」
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
が
錯
綜
し
て
い
る
と
い
う
状
態
が
画
の
中
で
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
屏
風
」
は
、
ひ
と
つ
の
画
面
か
ら
多
面
的
な
意
味
を
す
べ
て
一
時
に
鑑
賞
者
に
発
信
し
て
い
る
。
そ
の
多
面
性
こ
そ
が
、
闇
を
も
っ
て
私
た
ち
の
前
に
静
か
に
沈
黙
す
る
こ
の
作
品
の
、
実
は
最
大
の
魅
力
な
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
目
を
見
開
き
、
　
一
面
に
ほ
と
ば
し
る
雪
や
そ
の
奥
の
闇
を
見
よ
う
と
す
る
時
、
あ
ら
た
め
て
私
の
視
界
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
く
る
情
景
は
、
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
の
冒
頭
　
　
す
な
わ
ち
「
金
烏
玉
兎
」
と
し
て
暗
示
さ
れ
た
「
日
光
・
月
光
菩
薩
の
垂
　
」
と
い
う
神
々
し
い
一
瞬
で
あ
る
。
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
の
そ
の
後
の
詞
書
を
読
ん
で
み
れ
ば
、
「
日
光
・
月
光
菩
薩
」
は
、
こ
の
桑
実
寺
の
本
尊
で
あ
る
「
薬
師
如
来
」
を
加
護
し
、
使
わ
さ
れ
た
仏
で
あ
る
と
知
る
。
つ
ま
り
「
金
烏
玉
兎
」
は
、
こ
の
世
に
顕
現
す
る
薬
師
如
来
の
暗
示
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
薬
師
如
来
が
現
れ
る
時
、
ま
ば
ゆ
い
「
瑠
璃
の
光
」
は
七
方
に
射
し
、
世
界
を
満
た
し
た
と
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
に
は
あ
る
ー
そ
う
な
ら
ば
、
こ
こ
に
至
っ
て
は
む
し
ろ
「
雪
夜
日
月
図
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
こ
の
屏
風
の
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
の
雪
の
情
景
は
、
金
烏
玉
兎
に
護
ら
れ
て
今
こ
こ
へ
と
降
臨
す
る
、
薬
師
如
来
の
光
そ
の
も
の
と
も
見
え
て
く
る
。
右
隻
ー
金
烏
、
左
隻
－
玉
兎
と
し
て
あ
ら
た
め
て
配
置
し
、
こ
の
屏
風
絵
の
前
に
件
ん
で
み
る
と
、
中
央
に
位
置
す
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
し
ろ
る
松
と
梅
の
老
木
を
依
代
と
し
て
、
今
ま
さ
に
こ
の
世
に
降
り
立
つ
仏
へ
と
、
金
烏
・
玉
兎
は
急
ぎ
、
飛
び
走
る
の
で
あ
る
。
雪
の
降
り
つ
も
る
老
木
の
幹
の
輝
き
は
、
そ
れ
を
暗
示
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
強
い
光
の
輝
き
を
、
蛇
玉
は
あ
え
て
「
闇
」
で
覆
っ
て
見
せ
た
。
そ
し
て
こ
の
絵
を
め
ぐ
る
謎
は
、
雪
と
闇
で
一29一
〈
月
の
兎
〉
の
図
像
と
思
考
（
下
）
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
四
号
満
た
さ
れ
た
空
間
に
、
再
び
静
か
に
戻
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
註
（
3
6
）
寺
島
良
安
編
『
和
漢
三
才
図
絵
』
（
正
徳
三
年
〈
一
七
＝
二
〉
序
刊
行
の
影
印
）
　
（
東
京
美
術
、
　
一
九
七
〇
年
）
四
頁
。
お
よ
び
『
古
事
類
苑
』
天
部
一
（
吉
川
弘
　
文
館
、
　
一
九
六
九
年
）
五
四
頁
。
（
3
7
）
松
前
健
「
月
と
水
」
（
『
太
陽
と
月
』
、
日
本
民
俗
大
系
2
、
小
学
館
、
一
九
八
　
三
年
）
　
一
二
九
頁
。
（
3
9
）
『
國
華
』
一
〇
八
五
号
（
國
華
社
、
一
九
八
五
年
七
月
）
原
色
図
版
三
頁
と
し
　
て
所
載
。
（
4
0
）
『
祈
り
と
美
の
伝
承
－
醍
醐
寺
展
』
図
録
（
日
本
橋
三
越
本
店
他
、
一
九
九
　
八
年
五
月
）
八
五
頁
所
載
。
な
お
こ
の
よ
う
に
日
輪
中
に
三
足
烏
で
は
な
く
、
三
　
足
鳳
鳳
と
も
見
ら
れ
る
図
像
を
描
き
入
れ
る
例
は
、
多
く
道
教
や
神
仙
思
想
に
も
　
と
つ
く
日
月
図
像
に
あ
り
、
先
の
玉
虫
厨
子
須
弥
座
絵
背
面
に
お
け
る
日
輪
中
の
　
烏
も
、
尾
羽
が
長
く
強
調
的
に
描
か
れ
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
烏
で
は
な
く
　
鳳
鳳
と
見
る
研
究
者
も
い
る
。
（
4
1
）
同
図
録
、
二
二
頁
所
載
。
（
4
2
）
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
所
蔵
　
東
洋
美
術
』
展
図
録
（
京
都
　
国
立
博
物
館
、
　
一
九
九
五
年
一
〇
月
）
　
一
〇
頁
。
（
4
3
）
日
月
図
屏
風
に
関
す
る
論
文
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
こ
で
は
〈
日
月
図
〉
　
の
成
立
過
程
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。
　
①
安
達
啓
子
「
日
月
図
屏
風
と
武
蔵
野
図
屏
風
ー
金
剛
寺
本
日
月
山
水
図
屏
風
　
　
を
中
心
に
」
（
『
日
本
屏
風
絵
集
成
』
第
九
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）
。
　
②
水
尾
比
呂
志
「
金
剛
寺
の
日
月
山
水
図
屏
風
」
（
『
國
華
』
一
〇
一
七
号
、
國
華
　
　
社
、
　
一
九
七
八
年
一
一
月
）
。
③
玉
虫
敏
子
「
日
月
の
“
か
ざ
り
”
物
語
ー
室
町
時
代
日
月
屏
風
の
基
盤
を
も
　
と
め
て
」
（
『
日
本
の
美
学
』
第
十
四
号
、
　
一
九
八
九
年
）
。
④
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
バ
ン
ブ
リ
ン
グ
「
金
剛
寺
蔵
日
月
山
水
図
屏
風
－
東
ア
ジ
ア
　
　
に
お
け
る
日
月
山
水
図
屏
風
の
伝
統
の
探
究
」
（
『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
第
十
　
　
五
別
冊
、
　
一
九
九
七
年
）
。
（
4
4
）
安
輝
溶
「
韓
国
民
豊
散
考
」
（
本
文
朝
鮮
語
、
金
恩
淑
翻
訳
）
、
『
開
館
一
周
年
記
念
特
別
展
　
民
電
傑
作
展
』
図
録
所
収
（
韓
国
・
湖
巌
美
術
館
、
一
九
八
三
年
　
四
月
）
　
一
二
四
頁
。
（
4
5
）
島
尾
新
「
花
鳥
図
屏
風
の
図
像
学
　
　
出
光
美
術
館
蔵
「
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
に
つ
い
て
」
（
『
國
華
』
　
一
二
〇
一
号
、
　
一
九
九
五
年
十
二
月
）
二
三
頁
。
（
4
6
）
同
論
文
、
二
五
頁
。
（
4
7
）
同
、
二
七
頁
。
（
4
8
）
『
異
色
の
江
戸
絵
画
　
　
ア
メ
リ
カ
・
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
（
サ
ン
ト
　
リ
ー
美
術
館
、
　
一
九
八
四
年
九
月
）
。
（
4
9
）
佐
藤
康
宏
「
葛
蛇
玉
筆
鯉
魚
図
」
（
『
國
華
』
一
＝
二
〇
号
、
一
九
九
〇
年
一
　
月
）
の
論
考
に
お
い
て
は
、
そ
の
時
点
ま
で
に
蛇
玉
の
作
品
は
三
点
の
み
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
私
は
関
西
大
学
に
さ
ら
に
も
う
一
点
の
蛇
玉
画
が
所
蔵
さ
れ
　
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
（
同
大
図
書
館
発
行
『
大
阪
画
壇
目
録
』
口
絵
五
頁
所
載
）
。
　
現
存
が
確
認
さ
れ
る
蛇
玉
画
四
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
①
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
」
、
心
遠
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
②
「
鯉
魚
図
」
、
滋
賀
県
・
曹
源
寺
　
③
「
蘭
石
鵬
寄
図
」
、
心
遠
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
④
「
山
高
水
長
図
」
、
関
西
大
学
所
蔵
（
5
0
）
佐
藤
康
宏
「
蛇
玉
山
人
の
こ
と
」
（
『
國
華
』
一
〇
八
五
号
、
國
華
社
、
一
九
　
八
五
年
七
月
）
三
一
－
三
三
頁
。
（
5
1
）
同
論
文
、
三
二
頁
。
一30一
（
5
2
）
「
沈
南
頭
画
図
百
幅
　
完
」
（
大
原
東
野
編
『
名
数
画
譜
』
（
一
八
一
〇
年
刊
）
所
収
）
、
な
お
近
年
成
澤
勝
嗣
氏
校
訂
に
よ
っ
て
左
記
に
翻
字
さ
れ
て
い
る
。
　
『
花
と
鳥
た
ち
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
　
　
江
戸
時
代
長
崎
派
の
花
鳥
画
』
展
図
録
（
神
戸
市
立
博
物
館
、
一
九
九
三
年
五
月
）
八
五
－
八
九
頁
。
（
5
3
）
佐
藤
康
宏
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
」
（
作
品
解
説
）
（
『
在
外
日
本
の
至
宝
』
第
六
巻
「
文
人
画
・
諸
派
」
、
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
五
五
年
）
　
＝
二
六
1
＝
二
八
頁
。
（
駈
）
Q
。
8
窪
Q
り
o
げ
巳
ユ
ε
巳
ω
Φ
辞
ω
二
評
o
閑
ロ
≦
3
0
轟
曾
爵
§
o
　
℃
し
d
㊦
「
＝
δ
…
Q
。
冨
舞
－
一
8
冨
ζ
器
⑦
窪
勺
「
①
三
ω
魯
①
「
密
ぎ
吾
①
ω
欝
レ
㊤
8
°
薯
゜
㊤
○
。
Φ
Φ
（
5
5
）
「
雪
夜
松
兎
梅
鴉
図
」
に
関
す
る
先
行
解
説
文
の
一
覧
は
註
（
5
0
）
佐
藤
論
文
　
に
詳
し
い
。
最
近
の
も
の
と
し
て
次
を
あ
げ
て
お
く
。
『
祝
福
さ
れ
た
四
季
　
近
世
日
本
絵
画
の
諸
相
』
展
図
録
（
千
葉
市
美
術
館
、
一
九
九
六
年
四
月
）
一
六
　
八
－
一
六
九
頁
。
（
5
6
）
亀
井
若
菜
「
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
研
究
」
（
『
國
華
』
＝
九
三
号
、
一
九
九
　
五
年
四
月
）
七
－
二
一
頁
。
（
5
7
）
榊
原
悟
「
『
桑
実
寺
縁
起
絵
』
詞
書
小
解
」
（
『
M
U
S
E
U
M
』
四
〇
一
号
、
　
一
九
八
四
年
八
月
）
四
－
一
六
頁
。
小
松
茂
美
他
『
桑
実
寺
縁
起
・
道
成
寺
縁
起
』
　
（
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
第
十
三
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）
一
八
六
－
一
　
八
九
頁
。
（
5
8
）
〈
寄
合
〉
の
思
考
と
花
鳥
の
取
り
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
左
記
を
参
照
の
こ
と
。
　
拙
稿
「
追
善
の
形
象
　
　
江
戸
琳
派
の
草
花
と
文
学
」
（
拙
著
『
江
戸
絵
画
と
文
　
学
　
　
　
〈
描
写
〉
と
〈
こ
と
ば
〉
の
江
戸
文
化
史
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
　
一
九
九
九
年
）
三
－
三
一
頁
。
（
5
9
）
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
十
二
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九
年
）
一
ニ
　
ー
＝
二
頁
。
（
6
0
）
加
藤
常
賢
・
水
上
静
夫
『
中
国
故
事
成
語
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
）
　
七
八
頁
。
［
付
記
］
本
研
究
は
平
成
十
一
～
十
三
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
　
C
）
、
お
よ
び
平
成
十
三
年
度
安
倍
能
成
記
念
教
育
基
金
学
術
助
成
研
究
費
に
よ
　
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
本
論
中
に
使
用
し
た
韓
国
語
文
献
の
翻
訳
に
　
関
し
、
本
学
日
本
文
化
学
科
四
年
金
恩
淑
さ
ん
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
（
本
学
助
教
授
）
　　　一一
〈
月
の
兎
〉
の
図
像
と
思
考
（
下
）
